
プロペラのように見えるのは、キ
ンポウゲ科のアズマシロカネソウの
果実である。この中に種子が入って
いる。
花は５～６月に咲き、大きさ7 ～
10mm程度、内側が黄緑色で外側が
紫色をおびる。
果実は、花の咲いている間は折り
たたまれて、花が散るころになると
広がって、こんな不思議な形の果実
ができる。

上翅の赤いアカコメツキの類は種
数が多く、似た種ばかりで区別はと
ても難しい。しかし、本種は鮮紅色
なことと上翅の溝が深いことから区
別は容易で、胸に溝のないものは本
種と考えて良い。
一般に個体数の少ない美麗種とさ
れるが、長岡では松の朽ち木などで
容易に観察できる。幼虫は朽ち木に
ひそみ、他の昆虫を捕食する。体型
は細長く、ワイアーウォーム（ハリ
ガネムシ）と呼ばれる。

編集・発行：長岡市広報広聴課〒940-8501 新潟県長岡市幸町2の1の1 10258・39・2202／FAX 0258・39・2272 http://www.city.nagaoka.niigata.jp
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シリーズ� 防　災�防　災�防　災�４�

今月は、生活の拠点であり、
かけがえのない大切な財産で
ある住宅の防災について考え
ます。

わが家を大地震から守る

阪神・淡路大震災では、多
くの尊い人命が奪われました。
その８割近くは、地震発生
直後に起こった建物の倒壊に
よるものです。
大地震からわが家を守るこ
とが、そこに住む人の命を守
ることになるのです。

地震に対する強さを点検

建物は、基礎、柱、壁等が、
地震の揺れに対して適切に働
くことで、倒壊しない仕組み
になっています。
自分の住む家が、どの程度
地震に強いのかを把握し、適
切な対応をすることで、安全
で安心できるわが家にするこ
とができるのです。
ぜひ一度、ご自宅の耐震性
を診断してみてください。

～大地震に備えてわが家の耐震診断を～

①
市
民
芸
術
文
化
活
動

助
成
事
業
（
下
期
）

市
民
の
自
主
的
な
芸
術
文
化
活

動
に
対
し
、
活
動
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
ジ
ャ
ン
ル
＝
音
楽
、
演
劇
、

舞
踊
、
伝
統
芸
能
、
映
画
、
美
術
、

文
学
な
ど
芸
術
文
化
一
般
　
対
象

事
業
＝
文
化
団
体
の
成
果
発
表
事

業
、
鑑
賞
事
業
、
指
導
者
招
へ
い

事
業
な
ど
で
、
平
成
13
年
10
月
１

日
〜
14
年
３
月
31
日
に
行
わ
れ
る

も
の
。
た
だ
し
、
市
民
企
画
公
募

型
自
主
事
業
に
応
募
し
た
事
業
を

除
く
　
助
成
金
額
＝
対
象
経
費
の

２
分
の
１
（
１
件
20
万
円
が
上

限
）

募
集
期
間
＝
８
月
１
日
d

〜
31
日
f

②
市
民
企
画
公
募
型

自
主
事
業
（
平
成
14
年
度
）

市
民
の
み
な
さ
ん
の
企
画
を
、

財
団
が
自
主
事
業
と
し
て
実
施
し

&
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
の
自
主
的
な

芸
術
文
化
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
次
の
２
つ
の
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。
経
費
は
全
額
財
団
が
負
担

し
、
実
施
に
か
か
わ
る
業
務
は
提

案
者
と
財
団
が
協
力
し
て
行
い
ま

す
。

対
象
ジ
ャ
ン
ル
＝
音
楽
、
演
劇
、

舞
踊
、
伝
統
芸
能
な
ど
舞
台
芸
術

一
般
　
対
象
事
業
＝
市
民
が
企
画

す
る
創
作
事
業
、
鑑
賞
事
業
、
人

材
育
成
事
業
な
ど
で
、
平
成
14
年

４
月
１
日
〜
15
年
３
月
31
日
ま
で

に
行
わ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、
市

民
芸
術
文
化
活
動
助
成
事
業
に
応

募
し
た
事
業
を
除
く
　
募
集
期
限

＝
９
月
30
日
a
ま
で

◆
　
　
　
　
◆

応
募
の
あ
っ
た
事
業
は
事
業
企

画
審
査
委
員
会
で
審
査
し
、
採
用

事
業
（
①
は
助
成
金
額
も
）
を
決

定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
7
長
岡
市
芸
術
文

化
振
興
財
団
1
29
・
７
７
１
１
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&
長
岡
市
芸
術
文
化
振
興
財
団
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲昨年のリリック野外劇「じゃじ
ゃ馬ならし」
公募した出演者の多くが演劇初
心者で、衣装づくりや舞台装飾な
ども自分たちで行った、市民の手
づくりの公演でした。
財団は、こうした市民のみなさ
んの文化活動を応援しています！

「
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
」
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

問い合わせ＝建築住宅課139・2229

わが家の点検手順

ステップ１　自分で点検
建物の形状、壁の量やバ
ランス、などを各自で点検
（市では、自分で耐震性の
チェックができるチェック
シートを用意しています）

ステップ２　専門家の診断
専門家がさま
ざまな角度から
点検・診断しま
す

ステップ３　補強工事
必要に応じて補強します

丈夫なわが家の実現
的確な診断に基づく補強を
行えば、古い建物でも新築な
みの耐震性が確保できます

長岡市もお手伝いします

市では、簡易耐震診断の相
談や、詳細診断にかかる診断
費の一部助成を行っています。
お気軽にご相談下さい。



の
か
を
探
ろ
う
と
、
昨
年
四
月
に

結
成
さ
れ
た
実
行
委
員
会
が
主
催

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
三
月
か
ら
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
や
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
、
環
境
問
題
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
市
民
主

体
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー

マ
は
、「
市
民
と
企
業
と
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」。
全
国

各
地
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

市
民
や
専
門
家
を
招
い
て
、
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し

た
。

め
ざ
す
の
は

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
長
・

久
力
正
通
さ
ん
が
「
こ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の

中
間
点
で
す
。
二
日
間
の
活
動
を

秋
の
成
果
発
表
に
つ
な
げ
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

森
市
長
は
、「
長
岡
に
は
、
現
実

に
実
践
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
人
が

実
に
多
い
。
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

と
は
、
行
政
と
市
民
と
が
対
等
と

い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
が
、
む
し

ろ
協
働
と
は
市
民
が
主
体
で
あ
っ

て
、
行
政
は
市
民
の
活
動
を
温
か

く
見
守
る
と
い
う
立
場
だ
と
思
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
の
活
動
を
支
え

六
月
十
六
日
、
十
七
日
の
二
日

間
、
厚
生
会
館
で
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
長
岡
２
０
０
１

が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
市
民

と
行
政
が
互
い
に
手
を
携
え
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、

今
後
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な

た
い
」
と
市
民
主
体
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
敬
意
を
表
し
ま
し
た
。

市
民
も
行
政
も

公
共
の
担
い
手
で
す

二
日
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研
修
・
情
報
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事
の
世
古
一
穂
さ
ん

の
基
調
講
演
で
始
ま
り
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
公
共
サ
ー
ビ
ス
は

行
政
が
担
い
手
だ
と
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
公
共
と
は
み
ん
な
の

こ
と
、
私
た
ち
自
身
の
こ
と
で
す
。

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
も
公

共
の
担
い
手
だ
と
い
う
認
識
が
必

要
で
す
。

協
働
と
は
、
市
民
が
行
政
を
手

伝
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
行

政
の
領
域
、
市
民
の
領
域
を
き
ち

ん
と
決
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
」

秋
に
は
成
果
を
発
表
し
ま
す

二
日
間
に
わ
た
り
延
べ
七
百
人

の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
四
※

つ
の
分

科
会
の
活
動
に
参
加
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
で
は
、
秋

の
成
果
発
表
に
向
け
、
こ
れ
か
ら

も
活
動
を
続
け
ま
す
。

六
月
十
五
日
、
市
立
劇
場
大
ホ

ー
ル
で
「
米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集

い
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

先
人
の
気
概
を
受
け
継
ご
う

「
米
百
俵
の
精
神
は
、
い
ま
日

本
の
改
革
の
精
神
と
し
て
全
国
、

世
界
へ
と
知
れ
わ
た
り
ま
し
た
。

『
長
岡
人
で
よ
か
っ
た
』
と
私
の

元
に
は
う
れ
し
い
声
が
届
い
て
い

ま
す
。

長
岡
の
子
ど
も
た
ち
が
、
将
来

全
国
で
、
あ
る
い
は
全
世
界
で
活

躍
す
る
と
き
に
、
生
ま
れ
育
っ
た

長
岡
の
ま
ち
を
自
慢
に
、
そ
し
て

誇
り
に
思
え
る
こ
と
を
喜
ば
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

焦
土
の
中
、
先
人
た
ち
は
自
立

の
精
神
で
国
漢
学
校
を
創
設
し
ま

し
た
。
そ
の
気
概
を
受
け
継
ぎ
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

も
っ
と
も
っ
と
米
百
俵
の
精
神
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
森
市
長

は
あ
い
さ
つ
。
会
場
い
っ
ぱ
い
の

千
五
百
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん
に

市政ニュース�NAGAOKA

米
百
俵
デ
ー
市
民
の
集
い

１
、
５
０
０
人
が
米
百
俵
の
精
神
を
再
認
識

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
探
る

小
泉
首
相
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
祝
辞

を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
ま
し
た
。

「
日
本
の
繁
栄
が
先
人
た
ち
の

血
の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
に
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
『
米
百
俵
の

精
神
』
が
広
く
国
民
に
受
け
継
が

れ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し

ま
す
」

ア
ウ
ニ
さ
ん
に
大
き
な
拍
手

米
百
俵
賞
贈
呈
式
で
は
、
第
五

回
米
百
俵
賞
受
賞
者
の
オ
ー
ガ
ス

テ
ィ
ン
・
ア
ゾ
チ
マ
ン
・
ア
ウ
ニ

さ
ん
（
45
歳
・
ガ
ー
ナ
出
身
）
へ

米
百
俵
賞
の
盾
と
副
賞
百
万
円
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

選
考
委
員
長
の
評
論
家
・
草
柳

大
蔵
さ
ん
は
、
受
賞
理
由
を
こ
う

話
し
ま
し
た
「
ア
ウ
ニ
さ
ん
は
、

屋
根
の
な
い
、
机
も
イ
ス
も
な
い

教
室
で
寝
そ
べ
っ
て
授
業
を
受
け

て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
学

校
建
設
に
ひ
と
り
で
立
ち
上
が
り
、

募
金
運
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
学

校
を
ま
わ
っ
て
小
林
虎
三
郎
の
こ

と
を
子
ど
も
た
ち
に
話
し
ま
し
た
。

そ
の
姿
は
感
動
的
で
す
。

ア
ウ
ニ
さ
ん
は
小
林
虎
三
郎
の

一
番
近
く
に
い
る
人
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
」

１
０
０
年
後
の

社
会
を
考
え
て

ア
ウ
ニ
さ
ん
は
お
礼
に
、
「
す

ば
ら
し
い
賞
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
学
校
づ
く
り
に
か
か
わ
っ

た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
に
自
分
の

生
き
る
目
的
を
わ
か
っ
て
も
ら
い

た
い
か
ら
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

五
十
年
後
、
百
年
後
に
私
た
ち
が

い
な
く
な
っ
て
も
、
よ
い
社
会
を

残
せ
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

市
民
が
誇
り
と
す
る
米
百
俵
の

精
神
。
全
国
、
全
世
界
の
注
目
に

値
す
る
よ
う
、
大
切
に
受
け
継
い

で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

s協働のまちづくり分科
会のようす
協働のルールづくりに
ついて、意見が交わされ
た。

3 2

阪之上小学校の児童から祝福を
受けるアウニさん

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

まちづくりシンポジウム　４つの分科会

－まちなか活性化分科会－
中心市街地活性化のために市民、
企業、行政が協働でできることを検
討、提案します。

－環境分科会－
環境と調和したまちづくりのため
に、ごみの減量につながる市民の行
動を検討、提案します。

－協働のまちづくり分科会－
市民が行政とまちづくりを協働で
できるためのルールづくりを研究し
ます。

－バリアフリー分科会－
日常生活で暮らしやすさを阻害し
ているバリアとは何か、どこにバリ
アがあるかを考えます。

▲開会のあいさつをする実行委員長の久力正通さん。
「これからのまちづくりは、住んでいる私たちが自身の暮らしを見つめ直
し、私たちの言葉で語り合い、理解しながら創り出さなければなりません。
このシンポジウムで一人でも多くのみなさんが、より豊かで快適な魅力あ
るまちづくりをめざす契機になればと思います」
（６月16日、厚生会館）

米百俵賞贈呈式（６月米百俵賞贈呈式（６月１５日、市立劇場大ホール）日、市立劇場大ホール）�
　会場を埋めた　会場を埋めた１,５００人の祝福を受け、森市長から表彰されるオーガスティン・人の祝福を受け、森市長から表彰されるオーガスティン・アウニさん。アウニさん。�
　米百俵賞は、人材育成に大きな功績をあげた個人・団体　米百俵賞は、人材育成に大きな功績をあげた個人・団体を表彰するもの。受賞者には表を表彰するもの。受賞者には表彰盾と副賞彰盾と副賞100万円万円
が贈られる。アウニさんは５人目の受賞者。現在、長岡造が贈られる。アウニさんは５人目の受賞者。現在、長岡造形大学で英語の講師を務めてい形大学で英語の講師を務めている。る。�

米百俵賞贈呈式（６月１５日、市立劇場大ホール）�
　会場を埋めた１,５００人の祝福を受け、森市長から表彰されるオーガスティン・アウニさん。�
　米百俵賞は、人材育成に大きな功績をあげた個人・団体を表彰するもの。受賞者には表彰盾と副賞100万円
が贈られる。アウニさんは５人目の受賞者。現在、長岡造形大学で英語の講師を務めている。�
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十
月
一
日
に
、
ま
ち
の
駅
「
長

岡
市
民
セ
ン
タ
ー
」
（
仮
称
）
が

開
設
さ
れ
ま
す
。

市
民
委
員
会
で

施
設
の
運
営
方
法
を

決
め
て
い
き
ま
す

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
に
基
づ
き
運
営
し
ま

す
。施

設
の
内
容
や
運
営
方
法
を
検

討
し
、
実
行
す
る
た
め
、「
市
民
委

員
会
」「
企
画
運
営
ワ
ー
キ
ン
グ
」

を
設
置
し
、
六
月
五
日
、
第
一
回

長
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
市

市政ニュース�NAGAOKA

民
委
員
会
・
企
画
運
営
ワ
ー
キ
ン

グ
合
同
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
民
委
員
会
は
、
施
設
全
体
の

運
営
を
調
整
し
、
企
画
運
営
ワ
ー

キ
ン
グ
は
、
施
設
の
運
営
方
法
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
具
体
的
に
検
討

し
ま
す
。

委
員
は
、
中
心
市
街
地
の
関
係

者
、
関
係
機
関
、
女
性
団
体
、
子

育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど
施
設
を
利
用

す
る
団
体
か
ら
、
幅
広
い
分
野
で

実
際
に
活
動
し
て
い
る
人
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た

一
回
目
の
会
議
は
、
プ
ラ
イ
ス

ビ
ル
の
見
学
後
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
森
市
長
は
、「
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
最
初
か
ら
完
全
な
施
設

を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
変

え
て
い
く
、
使
い
な
が
ら
育
て
て

い
く
施
設
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
そ
の
後
、
施
設
の
名
称
や
愛

（１）「国際交流センター」（仮称）の概要
市民と在住外国人とのコミュニケーションや交

流の場、青少年の国際的視野を広げる活動の場な
どとして活用します。また、在住外国人を対象と
した外国語による生活相談、日常生活に必要な情
報の提供も行います。

（２）「男女平等推進センター」（仮称）の概要
性別による固定的な役割分担意識や女性を取り

巻くさまざまな問題を考え、解決の道を探し、自
立を助けるための学習や活動・交流の拠点施設。
調査研究室、相談室、ライブラリーなどを設置し
ていきます。

募集期間 ７月９日b～８月６日b

応募方法 ¡愛称名（ふりがな）™愛称の理由（外国
語の場合、何語表記・意味も）£住所¢氏
名（ふりがな）∞電話番号§年齢を記入し
て、はがき、ファクスまたはEメールで（１
人何点でも。自作で未発表のものに限る）。
※デザイン上の指定がある場合は、見本も
お送りください。

賞と副賞 それぞれ採用が決定した１人に、賞状と長
岡市共通商品券２万円分を贈呈

応募・問い合わせ
〒９４０－８５０１幸町２の１の１
（１）は国際文化課1３９・２２０７、FAX３９・２２８０、
Ｅメール　design@city.nagaoka.niigata.jp

（２）は企画課1３９・２２０４、FAX３９・２２８０、
Ｅメール　info@city.nagaoka.niigata.jp 
結果は、市政だより9月号でお知らせします。

称
の
必
要
性
、
適
切
な
開
館
時
間
、

利
用
者
向
け
の
駐
車
場
の
確
保
の

必
要
性
等
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
施
設
の
利
用
ル
ー
ル
、

開
館
イ
ベ
ン
ト
、
五
階
お
よ
び
地

下
一
階
の
利
用
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

長
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
計
画
内
容
や
会
議
で
の
議
論
の

概
要
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

企
画
部
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
育
て
て
い
た
だ
く
施
設
で

す
。
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

ご
意
見
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
1
39

・
２
２
６
０
、
Ｅ
メ
ー
ルs-cente

r@
city.nagaoka.niigata.jp

へ
ど

う
ぞ
。

スズラン通り商店街振興組合イベント部長�

中心商店街活性化協議会歩行者天国部会部�
会長�

長岡市人物誌「ふるさとの人びと」編集委員�
長岡要約筆記サークル前会長�

国際交流センター（仮称）運営懇談会委員�小川　峰夫�

田所　　仁�

安藤　栄治�

川崎　智美�

小嶋しをり�

近藤　隆一�

田中　克美�

中村しのぶ�

布川　佳子�

矢代　牧子�

山岡　　聡�

◎リーダー　　○サブリーダー�

◎�

○�

（敬称略）�

平成12年度第二次新長岡発展計画後期基本�
計画策定委員�

越路ハイム地域生活支援センター施設長�

長岡造形大学卒業生�

長岡逸品ファンクラブメンバー�

長岡商工会議所地域振興課観光係�

平成12年度市政モニター�

女性情報誌「あぜりあ」編集委員�

役　　　　　職�氏　名�

長岡造形大学学長�豊口　　協�

近藤　孝子�

遠藤　洸一�

大原　幸吉�

金子　　博�

土屋　蔵三�

樋口　栄治�

平石　　京�

◎�

○�

◎委員長　　○副委員長� （敬称略）�

長岡市教育委員�
国際交流センター（仮称）運営懇談会委員�

新潟日報長岡支社長�

長岡市商店街連合会理事長�

NPO法人地域循環ネットワーク理事長�

長岡観光・コンベンション協会企画運営委員長�

長岡商工会議所専務理事�

長岡老いを考える会会長�
長岡市老人クラブ連合会理事�

役　　　　　職�氏　名�
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ま
ち
の
駅
「
長
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の

市
民
委
員
会
が
活
動
開
始
！

▲旧ザ・プライス丸大ビルを見学する委員
のみなさん（６月５日・大手通２）

市民委員会

企画運営ワーキング

長岡市民センター内の

「国際交流センター」と「男女平等推進センター」の愛称を募集します！

市町村合併 考えるヒント¡

～まちづくりへの参加～

市町村合併が求められる理由の一つは、現在の市町
村の行政区域を越えて住民の生活圏・行動圏が広がっ
ているということです。
このように住民の生活圏と行政区域が異なっている

ということは、私たちにとってどんな意味があるので
しょうか。

長岡市はさまざまな施設を整備し、運営しています。
道路、河川、公園、下水道といった都市の基盤となる
施設、千秋が原ふるさとの森、リリックホールや中央
図書館、市民体育館といった文化・スポーツ施設など
です。
こうした都市施設は、周辺市町村を含めた地域住民

の通勤・通学、買い物・通院、レクリエーションとい
った日々の暮らしやさまざまな活動に役立っています。

長岡市の都市施設は長岡市民だけではなく、周辺市町
村住民にも利用されているということです。
同様に、長岡市民もまた、周辺市町村のさまざまな

施設を利用しています。
まちづくりは「市民が主体」といわれます。これは、

都市の施設や行政サービスの利用者である「市民」の
意見を聞き、参加を求めてまちづくりを進めていくと
いうことです。
都市の利用者こそが「市民」であると考えると、生

活圏が行政区域と異なっていることは、利用者と「市
民」が一致していないということを意味します。これ
では、まちづくりに利用者全体の意向が反映されず、
参加を得られない状況にあると考えることができます。
ご意見・お問い合わせは企画課政策班1３９・２２０４
へどうぞ。Ｅメールinfo@city.nagaoka.niigata.jp

周辺市町村住民の
通院の状況
（平成１１年県保健医療

需要調査から）

和島村�

出雲崎�
町� 三島町�

与
板
町�

川
口
町�

小
千
谷
市�

見附市�

越
路
町�

山
古
志
村�

中
之
島
町�

小
国
町�

栃尾市�

長岡市�

通院中の人のうち長岡市に�
通院する人の割合�

90％以上�

70～50％�

90～70％�

70～50％�

0～20％�



に
下
水
道
や
河
川
に
流
れ
込
み
、

そ
の
排
水
能
力
を
超
え
て
水
が
あ

ふ
れ
出
し
て
起
こ
り
ま
す
。
都
市

か
ら
農
地
な
ど
が
減
少
し
、
緑
が

失
わ
れ
、
地
面
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
覆
わ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

行
き
場
を
失
っ
た
水
は
、
低
い

所
へ
流
れ
込
み
ま
す
。

地
下
道
内
で
の
水
没
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
ま
す

通
常
、
袋
町
地
下
道
に
流
れ
込

ん
だ
水
は
、
ポ
ン
プ
で
排
水
さ
れ

ま
す
。

「
水
没
警
報
設
備
」
は
、
局
地

的
な
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
、
ポ
ン

プ
の
排
水
能
力
を
超
え
る
雨
水
が

地
下
道
へ
流
れ
込
ん
だ
場
合
に
、

通
行
車
両
の
水
没
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
設
置
し
た
も
の
で
す
。

近
年
、
全
国
各
地
で
「
都
市
型

水
害
」
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
都
市
型
水
害
」
は
、
集
中
豪

雨
に
な
る
と
、
大
量
の
水
が
一
気

市政ニュース�NAGAOKA

都
市
型
水
害
に
備
え
て
、
袋
町
地
下
道
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

「
水
没
警
報
設
備
」
を
設
置
し
ま
し
た

大
手
通
り
地
下
駐
車
場
に
は

浸
水
防
止
板
を
用
意

県
営
大
手
通
り
地
下
駐
車
場
に

は
、
「
浸
水
防
止
板
」
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
集
中
豪
雨
な
ど
で

大
量
の
雨
水
が
地
下
に
流
れ
込
む

危
険
が
あ
る
場
合
に
、
駐
車
場
の

出
入
り
口
に
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。

地
下
室
な
ど
へ
の
浸
水
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

地
下
室
の
浸
水
被
害
は
、
浸
水

に
よ
る
電
気
設
備
の
停
電
な
ど
で
、

地
上
で
の
被
害
よ
り
も
大
き
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
浸
水
に
備
え
て

「
土
の
う
」
を
用
意
す
る
な
ど
の

対
策
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
豪
雨
や
洪
水
で
地
下
室

に
浸
水
の
危
険
が
あ
る
時
は
、
早

め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
　
　
　
　
　
　
◇

お
問
い
合
わ
せ
は
、
防
災
課
1

39
・
２
２
０
６
へ
ど
う
ぞ
。

▲袋町地下道に設置された「水没警報設備」（６月18日・福住２丁目側）
通常は、「走行注意」が表示されています。
地下道内にたまった雨水が一定の量を超えると、「冠水注意」、「通

行止」などが表示され、ドライバーに知らせます。
また、冬は、「凍結注意」が表示されます。

▲大手通り地下駐車場の浸水防止
板

▲建物の出入り口に置かれた土の
う

第
２
期
生
が
ス
タ
ー
ト
！
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こ
れ
か
ら
の
季
節
は
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
都
市
型
水
害
が
心
配
さ

れ
る
時
期
で
す
。
特
に
、
地
下
へ
の
浸
水
に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で

す
。長

岡
市
は
、
集
中
豪
雨
時
等
の
浸
水
に
よ
る
通
行
車
両
の
水
没
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
袋
町
地
下
道
に
「
水
没
警
報
設
備
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

tセルフマッサージ、アロマ
テラピーのお店を開く２期生
の小林清子さん

セルフマッサージやアロマテラピーに興味
があり、ずっと自分のお店を出したいと思い
ながら、今まで勉強してきました。
お店では、疲れをとるマッサージや、香り
でリラックスするアロマテラピーでお客さん
にくつろいでもらいたいと思っています。
若い人から年輩の人まで、また女性だけで
なく男性にも、気軽に入ってもらえるような
お店にしたいです。

抱負を聞きました！

河川の水位や雨量等の情報を
インターネットやｉモードで見ることができます
市内では、長岡観測所（国土交通省北陸地方整備局信
濃川工事事務所・信濃１）で観測した現在の降雨状況や
信濃川の現在の水位等のデータを見ることができます。

インターネット　http://www.river.go.jp/ 
ｉモード　　　　http://i.river.go.jp/

問い合わせ＝7河川情報センター1025・281・7511

▲卒業セレモニー（６月７日・大手通２）
１期生の猪俣雄大さん（写真左から３番目）は、「充

実したあっという間の１年でした。この１年間、商店
街のみなさんから貴重なアドバイスをもらうことがで
き、自信にもつながりました。新しいお店にも生かし
ていきたいです」と話してくれました。

今年３月、「交通安全条例」に基づき、セ
ーフティーリーダーが誕生しました。現在、

34人のセーフティーリーダーが各地区で活動してい
ます。
そのうちの１人、千手地区で活動中の山田早苗さ
んにお話をうかがいました。

◇　　　　　　◇
セーフティーリーダーの仕事は、地域のみなさん

に交通安全を呼びかけていくことです。「交通安全」
と一言でいっても、子どもや高齢者、小さなお子さ
んを持つ親御さんなど、年代や立場によって注意す
る点が異なります。
そのため、それぞれの対象に合った「交通安全教
室」を開いていきたいと考えています。
今日は、その第１回として、千手地区の親子サー
クル「せいくらべ」のみなさんの集まりに出かけ、

「交通安全教室」を開きました。
今回は小さなお子さんがいるので、紙芝居を取り

入れました。そして、チャイルドシートの着用の状
況や子どもの飛び出しなどについて、お母さんの話
を聞きながら進めました。
今後も、老人会や子ども会、町内会などの集まり

で交通安全を呼
びかけていきた
いと思っていま
す。

～セーフティーリーダーが活躍中～

新
店
舗
も

個
性
派
ぞ
ろ
い
！

第
二
期
生
の
お
店
に
は
、
四
店

舗
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

四
店
舗
は
、「
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー

ジ
と
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
」「
生
活
雑

貨
」「
手
作
り
の
洋
服
や
か
ば
ん
」

「
シ
ル
バ
ー
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販
売

と
制
作
教
室
」
で
、
ど
れ
も
個
性

的
で
す
。

新
し
い
「
リ
ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」

を
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

１
期
生
５
人
は
独
立

こ
の
一
年
間
、
一
期
生
の
五
人

は
、
毎
月
の
研
修
会
や
営
業
報
告

会
で
、
地
元
商
店
街
の
人
た
ち
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
店
を
経
営
し
て
き
ま
し

た
。卒

業
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験

を
生
か
し
て
、
五
人
の
う
ち
三
人

は
市
内
に
、
二
人
は
市
外
に
出
店

す
る
予
定
で
す
。

昨
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ
ー
ド
・

ブ
ロ
ー
」。
こ
れ
は
、
商
店
経
営

を
め
ざ
す
若
者
ら
が
、
一
年
間
、

ミ
ニ
店
舗
で
商
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

体
得
し
、
そ
の
後
、
本
格
的
に
中

心
市
街
地
の
空
き
店
舗
に
出
店
し

て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で
す
。

そ
の
一
期
生
の
卒
業
セ
レ
モ
ニ

ー
が
、
六
月
七
日
、
大
手
通
二
丁

目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
「
リ

ー
ド
・
ブ
ロ
ー
」
前
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

コラム�
⁄

t子どもとお母さ
んたちを前に紙芝
居で交通安全を呼
びかける山田早苗
さん（6月20日・千
手公民館）



長岡を知ろうY

長岡
歴史
会談
開催
�

▲小千谷市長
関広一さん

ウ
ム
は
、
こ
の

チ
ー
フ
に
、
関
係
市
町

の
首
長
ら
を
招
待
し
、
そ
の
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介
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史
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ら
れ
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介
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史
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得
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れ
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さ
れ
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す
。
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もっと知りたい！
河井継之助

河井継之助にかかわる史跡は、長岡市や
小千谷市以外にも数多くあります。
河井の没した福島県只見町には河井継之
助記念館やお墓（医王寺）があります。記
念館には亡くなった場所の塩沢の矢沢宗益
宅が移築されています。
また、同盟軍だった会津若松市（会津藩）
にも河井継之助
のお墓がありま
す。

日　時＝８月４日g午前９時30分～午後１時
会　場＝ホテルニューオータニ長岡NCホール
入場料＝無料
定　員＝350人
内　容＝¡首長シンポジウム…午前９時40分～11時10分

会津若松市長・菅家一郎さん、福島県只見町・小沼昇
さん、小千谷市長・関広一さん、森民夫長岡市長

™河井継之助研究者によるシンポジウム…午前11時20分
～午後０時50分
『良知の人河井継之助』著者・石原和昌さん、東行庵
副館長・一坂太郎さん、「蒼龍窟を行く」メンバー・
五十嵐櫻子さん、コーディネーター・稲川明雄中央図
書館長

申し込み＝７月15日a必着で、往復はがきの往信の裏に住所、氏
名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、
氏名を記入し、〒９４０－００４１学校町１の２の２中央図
書館内歴史シンポジウム長岡歴史会談運営実行委員会
へ（申し込み多数の場合抽選）

●ボランティアを募集します
シンポジウム当日の運営を手伝ってみませんか。

対　象＝高校生以上
問い合わせ＝中央図書館内歴史シンポジウム長岡歴史会談運営実

行委員会1３２・０６５８

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
長
岡
を
知
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

こ
の
夏
、
市
で
は
な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見
ツ
ア
ー
、
歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
長
岡
歴
史
会
談
、

旧
長
岡
藩
主
牧
野
家
資
料
特
別
展
、
歴
史
的
建
造
物
調
査
、
小
山
良
修
生
誕
百
年
記
念
展
な
ど
、

長
岡
の
ま
ち
を
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
再
発
見
し
て
も
ら
う
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
き
っ
か
け
を

提
供
し
ま
す
。

ど
れ
も
長
岡
地
域
の
再
発
見
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最
初
の
会
談
は
８
月
４
日

第
一
回
の
会
談
は
八
月
四
日
g

に
開
催
。
東
軍
の
会
津
若
松
市
長
、

福
島
県
只
見
町
長
、
小
千
谷
市
長
、

長
岡
市
長
が
出
席
し
ま
す
。

会
談
の
テ
ー
マ
は
「
も
っ
と
知

り
た
い
！
河
井
継
之
助
」。近
代
長

岡
の
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
う
え
で

ま
ず
、
最
初
に
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
河
井
継
之
助
を
徹
底
的
に

検
討
し
、
そ
の
実
像
に
迫
り
ま
す
。

会
談
の
行
方
は
ど
う
な
る
の
か
。

決
裂
か
和
解
か
。
世
紀
の
瞬
間
に

立
ち
会
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

次
回
以
降
は
戊
辰
戦
争
、
小
林

虎
三
郎
な
ど
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

開
催
し
ま
す
。

十
一
月
二
十
四
日
g
に
は
、
西

軍
の
下
関
市
長
、
萩
市
長
と
小
千

谷
市
長
、
長
岡
市
長
が
出
席
し
て
、

二
回
目
の
会
談
を
開
催
し
ま
す
。

小
千
谷
会
談
と
は
？

有
名
な
会
談
で
す
が
、
資
料
が

な
く
真
相
は
謎
に
み
ち
て
い
ま
す
。

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月

二
日
、
長
岡
藩
軍
事
総
督
・
河
井

継
之
助
は
、
単
身
（
二
見
虎
三
郎

随
行
）、小
千
谷
の
新
政
府
軍
本
営

を
訪
ね
、
新
政
府
軍
・
軍
監
岩
村

精
一
郎
と
の
会
談
に
臨
み
ま
し
た
。

会
談
で
河
井
は
長
岡
藩
の
立
場

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
会
津
藩
と

の
間
の
調
停
を
提
案
し
ま
す
が
、

岩
村
は
長
岡
藩
の
挙
動
を
疑
い
、

会
津
に
く
み
す
る
も
の
と
し
て
、

話
し
合
い
に
応
じ
な
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

会
談
は
わ
ず
か
三
十
分
ほ
ど
で

決
裂
。
河
井
が
開
戦
へ
の
道
を
選

ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
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▲森民夫長岡市長

▲会談の間（慈眼寺・なが
おかのまち再発見ツアーで）

▲『良知の人河井継之
助』著者
石原和昌さん

▲小千谷市長
関広一さん

▲会津若松市長
菅家一郎さん

▲福島県只見町長
小沼昇さん

▲河井継之助の墓
（会津若松市・建福寺）

▲

河井継之助記念館（福島県只見町）

▲東行庵副館長
一坂太郎さん

▲「蒼龍窟を行く」
メンバー
五十嵐櫻子さん

第１回歴史シンポジウム長岡歴史会談
一もっと知りたい！河井継之助一

歴史シンポジウム長岡歴史会談

河井あれこれ？！

戊
辰
戦
争
の
際
の
小
千
谷
会
談
。

河
井
継
之
助
が
開
戦
を
決
意
し
た

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

歴
史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
の

会
談
を
モ
チ
ー
フ
に
、
関
係
市
町

村
の
首
長
ら
を
招
待
し
、
そ
の
地

域
の
特
性
を
紹
介
し
て
も
ら
う
も

の
で
す
。
歴
史
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
ヒ
ン
ト
が
得
ら
れ
る

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

か
わ

い
　
つ
ぎ

の
　
す
け
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な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

月
十
五
日
g
の
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
（
二
十
七
日
は
午
前
十
一
時

か
ら
。
月
曜
休
館
）
で
、
会
場
は

郷
土
史
料
館
1
35
・
０
１
８
５
で

す
。展

示
は
通
常
の
入
館
料
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
（
大
人
三
百
円
、

小
・
中
学
生
百
五
十
円
）。

な
お
、
七
月
三
日
c
〜
二
十
七

日
f
、
特
別
展
の
準
備
の
た
め
常

設
展
示
の
一
部
が
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
（
走
り
櫓
二
階
）。

長
岡
ゆ
か
り
の

大
名
の
文
化
を
間
近
に

江
戸
時
代
の
大
名
家
の
お
墓
は

調
査
例
が
少
な
く
、
今
回
公
開
す

る
資
料
は
、
全
国
的
に
も
大
変
注

目
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

長
岡
藩
の
歴
代
藩
主
が
身
に
付

け
て
い
た
風
雅
な
品
々
に
は
、
当

時
の
長
岡
で
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
た

文
化
を
探
る
ヒ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
十
月
に
長
岡
市
に

寄
贈
さ
れ
た
、
旧
長
岡
藩
主
牧
野

家
資
料
（
東
京
都
港
区
三
田
・
江

戸
の
菩
提
寺
の
済
海
寺
墓
所
出
土
）

の
う
ち
、
特
に
注
目
さ
れ
る
墨
、

硯
、
印
籠
、
朱
肉
な
ど
、
歴
代
藩

主
ゆ
か
り
の
品
々
約
五
十
点
を
展

示
・
公
開
し
ま
す
。

期
間
は
七
月
二
十
八
日
g
〜
九

資料の寄贈者・牧野忠昌さんや専門家から旧長岡藩主牧野家

資料にまつわるさまざまな話をうかがいます。

参加料は無料です。当日、直接どうぞ。

日　時＝７月28日g午後２時～４時

集　合＝蒼柴神社社殿前（晴天の場合¡・™は野外で実施）

内　容＝¡蒼柴神社と悠久山の歴史…蒼柴神社宮司・永井康雄

さん

™牧野家の墓石について…東京都

港区立港郷土資料館学芸員・松

本健さん

£牧野家17代目として…寄贈者・

牧野忠昌さん

¢牧野家資料の概要…松本健さん

問い合わせ＝科学博物館1３２・０

５４６
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旧
長
岡
藩
主
牧
野
家
資
料
特
別
展

７
月
28
日
〜
９
月
15
日
、
郷
土
史
料
館
で
開
催

１
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
個
人
住
宅
の
情
報
は

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
所
有

者
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の
の
み
を

収
集
し
ま
す
。

ま
た
、
調
査
員
が
み
な
さ
ん
の

お
宅
に
調
査
に
う
か
が
っ
た
際
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
科
学
博
物
館
1
32
・
０
５

４
６
へ
ど
う
ぞ
。

市
で
は
市
内
に
残
さ
れ
て
い
る

古
い
建
造
物
（
歴
史
的
建
造
物
）

の
保
存
と
活
用
を
進
め
る
た
め
、

調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
は
長
岡

造
形
大
学
に
委
託
し
、
歴
史
的
建

造
物
の
全
体
数
を
調
べ
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
す
。

調
査
員
が
各
地
を
歩
い
て
古
そ

う
な
建
造
物
を
探
し
た
り
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
現
地

に
出
向
い
た
り
し
ま
す
。

情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

建
造
物
に
つ
い
て
市
内
全
域
を

対
象
に
調
査
す
る
の
は
、
今
回
が

初
め
て
の
こ
と
で
す
。

お
近
く
に
昭
和
二
十
年
以
前（
第

二
次
世
界
大
戦
前
）
に
建
築
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
建
造
物
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
情
報
は
、
は
が
き
か
FAX
で
、

〒
９
４
０
―

０
０
７
２
柳
原
町
２

の
１
科
学
博
物
館
FAX
32
・
０
５
６

歴
史
的
建
造
物
の

調
査
を
開
始

▲旧長岡藩主牧野家資料
８代藩主牧野忠寛（1741～1766）が使用した
印籠（右上・右下）。 子女合葬墓から出土した
土製人形（左上・左下）。
目をみはる美術工芸品や、子どもたちの遊び
道具と思われる品々など、大名家の暮しぶりを
具体的に物語る多数の資料を展示します。

旧長岡藩主牧野家資料特別展
歴史的建造物調査

▲長岡藩歴代藩主の墓碑
昭和58年、悠久史蹟保存会に
より蒼柴神社に移転されました。

▲平成10年に登録有形文化財となった水道タンク
昭和２年完成。建築後50年以上が経過しており、
歴史的な景観を持ち、市民に広く親しまれているこ
とが評価され登録されました。

学習会を開催します！

こんな情報を待ってます！
¡建造物の種類（住宅・寺院・蔵・橋など）

™その所在地（住所）

£所有者または管理者（わかる範囲で）

¢おおよその建築年代

碑は蒼柴神社三の鳥居の手前
左側にあります。高さは約１ｍ。
篆題（てんだい）は牧野忠篤（初
代長岡市長）、撰文（せんぶん）
は漢学者の高橋茂一郎が行って
います。
「病翁」は、小林が病気がち
だったため晩年、虎三郎から改
めた名前です。

▲病翁（小林虎三郎）碑

病
翁
碑

へ
い
　
お
う
　
ひ

６６

戊
辰
戦
争
に
敗
れ
、
焦
土
と
化

し
た
長
岡
の
ま
ち
に
、
三
根
山
藩

か
ら
送
ら
れ
て
き
た
米
百
俵
。
大

参
事
の
小
林
虎
三
郎
は
そ
の
米
を

家
中
に
分
配
せ
ず
、
国
漢
学
校
拡

充
の
資
金
に
あ
て
た
―
―
―

こ
の
話
は
米
百
俵
の
故
事
と
し

て
知
ら
れ
、「
人
づ
く
り
が
ま
ち

づ
く
り
」「
目
先
の
こ
と
に
と
ら

わ
れ
ず
将
来
を
見
通
し
て
行
動
す

る
」
と
い
う
考
え
と
し
て
、
私
た

ち
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

長
岡
藩
士
小
林
虎
三
郎
（
一
八

二
八
〜
七
七
）
は
、
佐
久
間
象
山

門
下
で
、
長
州
藩
の
吉
田
松
陰

（
寅
二
郎
）
と
二
虎
と
称
さ
れ
た

ほ
ど
の
逸
材
で
し
た
。

こ
の
小
林
虎
三
郎
の
碑
が
蒼
柴

神
社
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
四
年

（
一
九
二
九
）
に
没
後
五
十
年
を

記
念
し
、
旧
士
族
の
代
表
だ
っ
た

松
下
鉄
蔵
ら
が
寄
付
を
集
め
建
立

し
た
も
の
で
す
。

碑
文
に
は
「
学
校
を
敗
残
窮
餓

の
中
に
興
し
、
以
て
人
材
を
養
成

し
、
長
岡
を
し
て
今
日
の
盛
有
ら

し
む
」
と
あ
り
、「
食
わ
れ
ぬ
か

ら
教
育
を
す
る
の
だ
」
と
い
う
精

神
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。

碑
の
建
立
か
ら
十
四
年
後
の
昭

和
十
八
年
、
米
百
俵
の
故
事
は
山

本
有
三
が
戯
曲
『
米
百
俵
』
と
し

て
発
表
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
広

く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
し
て
現
在
、
再
び
日
本

中
の
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

百
俵
の
米
が
長
岡
に
送
ら
れ
て

か
ら
約
百
三
十
年
後
の
今
。
私
た

ち
は
、
も
う
一
度
し
っ
か
り
と
小

林
虎
三
郎
に
つ
い
て
知
り
、
そ
の

人
物
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

み

ね

や
ま

こ
ば
や
し
と
ら
さ
ぶ
ろ
う

さ
い
か
い
じ

す
み

す
ず
り

い
ん
ろ
う



東
口
近
く
の
如に

ょ

是ぜ

蔵ぞ
う

博
物
館
な
ど

を
企
画
募
集
ツ
ア
ー
で
訪
れ
た
り

し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
参
加
者
の

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
を
再
発

見
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ツ
ア
ー
後

に
提
出
し
て
も
ら
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
再
発
見
情
報
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

ツ
ア
ー
の
報
告
は
長
岡
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

長
岡
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
探

訪
し
て
も
ら
い
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
自
発
的
な
再
発
見
活
動
の
き

っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め
に
実

施
し
て
い
る
、
な
が
お
か
の
ま
ち

再
発
見
ツ
ア
ー
。

大
勢
の
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
い

た
だ
き
、
戊
辰
戦
争
の
史
跡
や
火

土
器
の
出
土
し
た
馬
高
遺
跡
、

悠
久
山
な
ど
を
モ
デ
ル
コ
ー
ス
ツ

ア
ー
で
巡
っ
た
り
、
J
R
長
岡
駅

な
が
お
か
の
ま
ち

再
発
見
ツ
ア
ー

実
施
中
！

「現在ののどかな田園風景からは想像だにできない、
当時の住民の生きざまがしのばれました」「この土地
の下に人骨や血のにおいのする歴史があったなんて。
また、ここで水争いがあったとは思いも寄りませんで
した」
「『兵（つわもの）たちが夢のあと』を実感しました」

13 12

「こんなところに私の先祖であるかもしれない縄文人の生活が
あったことが、とても不思議な気がしました。数千年の時を越
えて私たちがそれを目にすることができたとは」
「近くに沢や小川のある小高い地に縄文人は住居を求め、近く
には森にも恵まれていた。縄文人はこのような地で生きていた
のだと実感できました」

「子どものころから何度も足を運び親しんできた悠久山。近年
は駐車場から神社脇へと出る道（北参道）を通ることが多くな
りました。久々にうっそうとした木々のしげりの奥に蒼柴神社
を見て、厳かな気持ちにさせられました。途中の石碑や灯籠の
数々にも、改めてまちの歴史を再発見！」

「まず敷地の広さに改め
てびっくり。何度も前を
通っているのに初めて足
を踏み入れました。
先人たちの光と影が説

明を通して良くわかり、
時代の苦悩と遺徳がしの
ばれました。
野本恭八郎や山本五十

六といった気骨や気概の
ある人びとを私たちは長
岡の財産として永久に語
りついでいきたいと、思
いました」

第２弾

馬高遺跡

火　土器の旅

悠久山の旅

企画募集ツアー

戊辰・河井継之助の旅

悠久山

如是蔵博物館

八丁沖古戦場跡

－ふるさとを愛した水彩画の巨匠－

小山良修生誕100年記念展
長岡出身の小

こ

山
や ま

良修
りょうしゅう

氏は日本を代表する水彩画家です。
このたび生誕100年を記念して美術展を開催します。
展示作品は、長岡市が以前に小山良修氏から寄贈を受け
ていた作品100点と、平成10年に小山氏と親交のあった松田
圭治さん（中島５）から寄贈を受けた未公開作品が中心で
す。
日時＝７月20日-～８月８日dの午前９時30分～午後６時

（20日は午前10時から、７月23日・30日、８月６日休館）
会場＝美術センター（中央図書館２階）

●開場式（美術センター入口）
日時＝7月20日-午前10時から
●記念講演会（無料）
日時＝7月20日-午前11時～午

後０時20分
会場＝中央図書館講堂
演題＝水彩画家・小山良修の

画業－日本水彩展を中
心に－

講師＝6日本水彩画会理事長・
木川秀雄さん

▲手鏡（自画像と鏡）
1977年・28.8cm×37.7cm

▲水道タンク　1977年・56cm×47cm
小山良修（1898～1991）は、長岡の神田に生まれ、長岡中学校、金沢
第四高等学校を経て、東京帝国大学医学部を卒業しました。東京女子医
科大学教授の肩書きを持ち、医学者として大きな功績を残すとともに、
生涯水彩画家として活躍。日本水彩画会の理事を務めるなど、画家とし
て高く評価されています。また、市展の審査員を務めたり、美術協会主
催の色紙展などに協力したりと、地元にも大きく貢献しました。

【モデルコースツアー】
個人を対象としたツアーです。親子やお友だち同士で

どうぞ。
⁄信濃川・自然と歴史の旅
妙見から信濃川を下りながら、さまざまな自然や歴史

の姿を体験していきます。出来たての水道水を飲んだり、
信濃川河畔を散策したり、のんびりと楽しく１日を過ご

¤悠久山の旅
悠久山には小林虎三郎や三島億二郎、河井継之助の碑

など長岡の歴史を刻む多くの石碑があります。悠久山を
散策し、長岡のまちの礎を築いた先人たちの心にふれて
みませんか。
郷土史料館で「旧長岡藩主牧野家資料特別展」も見ま

す。

すコースです。
日時＝7月30日b午前９時

30分～午後３時30分
（受付午前９時から）

コース＝妙見堰、妙見浄水
場、信濃川散策（歌碑、
文学碑）、水道緑地、
蔵王地区散策、長岡
中央浄化センター

集合・解散＝市役所東口

日時＝７月30日b午前10時
～午後２時30分（受
付午前９時30分から）

コース＝長岡町橋、小林虎
三郎の碑、蒼柴神社
拝殿、招魂社、長岡
藩歴代藩主の墓碑、
三島億二郎の碑、河
井継之助の碑、郷土
史料館など

集合＝蒼柴神社表参道入口（悠久山プール隣）
◇　　　　　　　　◇

定員＝¡™各25人　参加料＝無料　持ち物＝昼食、飲み
物、敷物、雨具、筆記用具　申し込み＝7月19日f必着
で、往復はがきの往信の裏に希望のコース（¡™のいず
れか）、住所、氏名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便
番号、住所、氏名を記入し、〒940－8501長岡市広報広聴
課へ（はがき１枚につき２人まで、申し込み多数の場合
抽選。結果は23日bに発送）
・天候によりルートが一部変更になる場合があります。
・参加者には当日再発見したことなどをアンケートに記
入してもらい、長岡市ホームページなどで紹介します。

・各コースのパンフレットは、市役所１階市民情報ラウ
ンジ、市役所４階広報広聴課、市民サービスコーナー
（厚生会館隣）、科学博物館、郷土史料館、各図書館、
各公民館にあります。また、長岡市ホームページにも　
掲載しています。

問い合わせ　広報広聴課 139・2202

▲河井継之助の碑を見る（６
月１日・悠久山の旅）
裏面に刻まれたの建立者の

名前からは、その後の歴史も
わかります。

▲「武士の娘」の碑
長岡藩筆頭家老稲垣平助の
娘、杉本鉞子（えつこ）が出
版した『武士の娘』。伝統的な
日本の暮らしを分かりやすく
描いた小説は、広く読まれベ
ストセラーとなり、その後、
世界各国で出版されました。

ながおかのまち再発見ツアー

ながおかのまち再発見ツアー
小山良修生誕100年記念展



借　　入　　先�
（単位：万円）�

簡 易 保 険 積 立 金 �

財 政 融 資 資 金 �

公営企業金融公庫�

民 間 金 融 機 関 等 �

8,540�

62,640�

459,290�

246,380

阪之上小学校整備ほか�

減税補てん債ほか�

上下水道、道路整備ほか�

エコトピア寿、道路、学校整備ほか�

借入額� 使　い　み　ち�

37
億
円
の
黒
字
に

平
成
十
二
年
度
は
財
政
改
革
を

最
優
先
の
課
題
と
し
て
、
効
率
的

な
財
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

幸
い
、
法
人
市
民
税
の
増
収
も
あ

り
、
一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
、

三
十
六
億
九
千
九
百
六
十
六
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
残
高
　
目
標
の

７
０
０
億
円
を
下
回
る

こ
の
黒
字
分
か
ら
今
年
度
の
補

正
予
算
に
充
て
る
分
を
差
し
引
い

た
お
よ
そ
十
五
億
円
は
、
市
債
の

繰
り
上
げ
償
還
に
充
て
ま
す
。
ま

市が自らの権限で調達できる収入を「自主財源」、 国
や県から交付されるお金や借入金を「依存財源」といい
ます。
自主財源の割合が高いほど財政運営を自主的・自律的

に行うことができます。

【自主財源】

⁄市税　　　　　 ２８１億７,３２９万円（４１.７％）
市民税、固定資産税など

¤諸収入　　　　 ９６億３,３４８万円（１４.３％）
中小企業への貸付金の元利収入など

‹分担金および負担金 １３億５,１４１万円（２.０％）
市が行う事業によって特に利益を受ける人や団体から

徴収するお金

›繰越金　　　　 １３億２,１５７万円（２.０％）
前年度から繰り越したお金

fiその他　　 １２億９,６９２万円（１．９％）

小計　４１７億７,６６７万円（６１.９％）

【依存財源】

⁄地方交付税 ９９億２００万円（１４.７％）
行政水準確保のため、一定のルールに基づき国から交

付されたお金

¤国庫支出金 ４０億９,０４１万円（６.１％）
特定の支出に充てるため、国から交付されたお金

‹市債　　　 ３８億１,０５０万円（５.６％）
道路や学校などの整備に充てる長期借入金

›県支出金　　 ２７億２,１４６万円（４.０％）
特定の支出に充てるため、県から交付されたお金

fiその他　　　 ５２億３,５８９万円（７.７％）

小計　２５７億６,０２６万円（３８.１％）

Ａ　　合計　６７５億３,６９３万円

歳出は、行政経費の目的別にまとめました。

⁄民生費　　　　 １２０億７,３５３万円（１９.０％）
障害者、高齢者、保育所児童、生活保護など福祉の向
上を図るための経費です。

福祉総合システムの開発、高齢者・障害者福
祉サービスの充実、特別保育事業の拡充、上
除・木の芽保育所（仮称）の統合改築など

¤土木費　　　　 １０９億６,３３４万円（１７.２％）
道路、河川、住宅、公園などの整備に充てる経費です。

道路橋りょうの整備、バリアフリー道路の整
備、土地区画整理事業の促進、緑化の推進など

‹商工費　　 ８１億５,１５２万円（１２.８％）
商工業の振興を図るための経費です。

中小企業制度融資の実施、商店街活性化の支
援、技術高度化の促進など

›公債費　　 ７７億３,７９２万円（１２.１％）
借入金の元金と利子の返済に充てる経費です。

長期借入金の償還など

fi教育費　　　　 ７４億３,８２６万円（１１.７％）
小中養護学校や生涯学習など教育の向上のための経費
です。

山通コミュニティセンターの建設、阪之上小
学校の全面改築、悠久山野球場の拡張・改修、
学習情報化の推進（パソコン整備）など

fl総務費　　　　　 ６６億５,２８７万円（１０.４％）
管理事務の経費や他に分類できない経費です。

市民の声なんでも窓口と市民情報ラウンジの
設置、第二次新長岡発展計画後期基本計画の
策定、高度情報化の推進、事務事業評価シス
テムの導入など

‡衛生費　　　　　 ５１億８,３６６万円（８.１％）
保健衛生の向上やごみの収集・処理などにかかる経費
です。

エコトピア寿（ごみ焼却余熱利用施設）の建
設、新分別ごみ収集の実施、総合健康診査、
基本健康診査の実施など

°その他　　 ５４億９,１０１万円（８.７％）

Ｂ　合計６３６億９,２１１万円

１３年度に繰り越した事業にＣ
充てるお金

１億４,５１６万円

差し引き　　　３６億９,９６６万円（実質収支）
（Ａ－Ｂ－Ｃ）

た
、
市
債
の
発
行
額
を
毎
年
抑
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
三
年
度
末

の
市
債
残
高
は
、
七
百
億
円
を
下

回
る
見
込
み
で
す
。

平
成
十
四
年
度
末
ま
で
に
七
百

億
円
以
下
に
す
る
と
い
う
長
岡
市

行
財
政
改
善
推
進
計
画
の
目
標
は
、

一
年
早
く
達
成
で
き
そ
う
で
す
。

会　計　名� 歳　入�
6,753,693�

1,090,891�

35,611�

1,120,700�

8,700�

19,488�

29,833�

1,490,778�

713,969�

11,263,663�
�

�

440,809�

110,787

6,369,211�

1,067,102�

35,611�

1,117,945�

8,700�

19,488�

29,833�

1,507,448�

699,946�

10,855,284�
��

�

402,735�

254,482

384,482�

23,789�

0�

2,755�

0�

0�

0�

△16,670�

14,023�

408,379�
�
�

38,074�

△143,695

歳　出� 差　引�
（単位：万円）�

�

国民健康保険�

と 畜 場 �

下 水 道 �

卸 売 市 場 �

ス キ ー 場 �

駐 車 場 �

老 人 保 健 �

介 護 保 険 �

特
　
別
　
会
　
計�

　 合 　 　 計 　 �

一 般 会 計 �

収　入� 支　出� 差　引�水 道 事 業 会 計 �

 収 益 的 収 支  �

資 本 的 収 支 
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長
岡
市
の
財
政
状
況

平
成
12
年
度
の
決
算

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
の
決
算
（
見
込
み
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
内
容
は
、
こ
れ
か
ら
監
査
委
員
の
審
査
を
経
て
、
市
議
会
で
認
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

使いみち

使いみち

使いみち

使いみち

使いみち

使いみち

使いみち

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～�

市債残高は、平成10年度がピークでした。市債発行
額を抑えるとともに、繰り上げ償還により、13年度末
には700億円を下回る見込みになりました。

会計別決算額（見込み）

一般会計の概要
歳　　入 歳　　出

歳入　６７５億３,６９３万円
（対前年度比９.８％減）

⁄市税�
２８１億７，３２９万円�
（４１．７％）�

¤諸収入�
９６億３，３４８万円�
（１４．３％）�

‹分担金および負担金�
１３億５,１４１万円（２．０％）�

自主財源�
４１７億７，６６７万円�
（６１．９％）�

自主財源�
４１７億７，６６７万円�
（６１．９％）�

⁄市税�
２８１億７，３２９万円�
（４１．７％）�

¤諸収入�
９６億３，３４８万円�
（１４．３％）�

›繰越金�
１３億２，１５７万円�
（２．０％）�

fiその他�
１２億９，６９２万円�
（１．９％）�

⁄地方交付税�
９９億２００万円�
（１４.７％）�

¤国庫支出金�
4０億９,０４１万円�
（６.１％）�

‹市債�
３８億１,０５０万円�
（５.６％）�

fiその他�
５２億３，５８９万円�
（７．７％）�

›県支出金�
２７億２，１４６万円�
（４．０％）�

⁄地方交付税�
９９億２００万円�
（１４.７％）�

¤国庫支出金�
4０億９,０４１万円�
（６.１％）�

‹市債�
３８億１,０５０万円�
（５.６％）�

fiその他�
５２億３，５８９万円�
（７．７％）�

›県支出金�
２７億２，１４６万円�
（４．０％）�

依存財源�
２５７億６，０２６万円�
（３８．１％）�

依存財源�
２５７億６，０２６万円�
（３８．１％）�

歳出　６３６億９,２１１万円
（対前年度比１３.４％減）

市債年度末残高の推移

⁄民生費�
１２０億７，３５３万円�
（１９．０％）�

¤土木費�
１０９億６，３３４万円�
（１７．２％）�

‹商工費�
８１億５，１５２万円�
（１２．８％）�

›公債費�
７７億３，７９２万円�
（１２．１％）�

fl総務費�
６６億５，２８７万円（１０．４％）�

‡衛生費�
５１億８，３６６万円（８．１％）�

°その他�
５４億９，１０１万円（８．７％）�

fi教育費�
７４億３，８２６万円�
（１１．７％）�

⁄民生費�
1２０億７，３５３万円�
（１９．０％）�

¤土木費�
１０９億６，３３４万円�
（１７．２％）�

‹商工費�
８１億５，１５２万円�
（１２．８％）�

›公債費�
７７億３，７９２万円�
（１２．１％）�

fl総務費�
６６億５，２８７万円（１０．４％）�

‡衛生費�
５１億８，３６６万円（８．１％）�

fi教育費�
７４億３，８２６万円�
（１１．７％）�

500

800

750 743
729

699700

600

10年度� 11年度� 12年度� 13年度�
（見込み）�

（単位：億円）�

平成１２年度に長岡市が受けた各種融資



血
圧
を
自
分
で
測
っ
て
守
ろ
う
家
族

の
健
康
！
™
光
を
せ
き
止
め
る
不
思

議
な
魔
法
板
£
電
気
を
知
ろ
う
¢
身

近
な
放
射
線
を
は
か
っ
て
み
よ
う
、

小
学
１
〜
３
年
生
…
顕
微
鏡
で
み
る

小
さ
な
世
界
　
□申
親
子
氏
名
、
学
年
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
と
４
年
生

以
上
の
人
は
テ
ー
マ
の
第
１
〜
３
希

望
を
長
岡
技
術
科
学
大
学
・
齋
藤
さ

ん
1
47
・
９
３
１
６
、
FAX
47
・
９
３

０
０
へ

■
知
事
と
の
ふ
る
さ
と
を

考
え
る
つ
ど
い

地
域
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
、

知
事
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
24
日
c
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
長
岡
総
合
庁
舎
３
階

大
会
議
室
（
四
郎
丸
町
）

定
員
＝

50
人
　
□申
は
が
き
に
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
住
所
、
意
見
（
簡
潔
に
）
を

記
載
し
、
７
月
13
日
f
ま
で
に
〒
９

４
０
―

８
５
６
７
四
郎
丸
町
１
７
３

の
２
長
岡
財
務
事
務
所
1
38
・
２
５

０
１
へ

■
新
潟
県
農
業
総
合
研
究
所
・
作
物

研
究
セ
ン
タ
ー
案
内
デ
ー

水
稲
新
品
種
「
こ
し
い
ぶ
き
」
の

栽
培
な
ど
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
７
月
27
日
f
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
　
内
容
＝
ほ
場
案
内
、
ミ
ニ

講
演
会
、
実
演
体
験
な
ど
　
□問
県
農

業
総
合
研
究
所
（
長
倉
町
）
1
35
・

０
０
４
７

■
新
潟
県
内
水
面
水
産
試
験
場

一
般
公
開

夏
休
み
の
課
題
研
究
に
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
29
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
内
容
＝
魚
類
の
解
剖
・
標

識
体
験
、
魚
の
飼
い
方
の
相
談
な
ど

□問
内
水
面
水
産
試
験
場（
大
川
原
町
）

1
22
・
２
１
０
１

●
夏
の
親
子
化
石
教
室

貝
化
石
の
採
取
方
法
か
ら
標

本
の
作
り
方
ま
で
を
学
び
ま
す
。

〔
採
取
〕
日
時
＝
７
月
20
日
-

午
後
２
時
45
分
〜
５
時
（
雨
天

の
場
合
は
22
日
）

採
取
地
＝

妙
見
町
　
集
合
＝
妙
見
堰
広
場

駐
車
場
（
越
の
大
橋
東
詰
）

持
ち
物
＝
か
な
づ
ち
、
軍
手
、

筆
記
用
具
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

〔
標
本
づ
く
り
〕
日
時
＝
¡
７

月
29
日
a
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
™
８
月
12
日
a
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
¡
™
の
い
ず
れ
か

一
方
）

会
場
＝
中
央
公
民
館

工
作
室
　
持
ち
物
＝
採
取
し
た

化
石
、
使
い
古
し
の
タ
オ
ル
か

ぞ
う
き
ん
、
筆
記
用
具
、
昼
食

◇
　
　
　
　
◇

対
象
＝
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

５
８
１

●
中
学
生
夢
さ
が
し
発
見
塾

〜
自
分
の
可
能
性
を
見
つ
け

に
行
こ
う
〜

期
日
＝
７
月
30
日
b
〜
８
月
１

日
d
（
２
泊
３
日
）

会
場
＝

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー（
巻

町
）
ほ
か
　
内
容
＝
留
学
生
と

世
界
の
家
庭
料
理
づ
く
り
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
　
対
象
＝

中
学
生
　
定
員
＝
40
人
　
参
加

料
＝
６
、０
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
７
月
13
日
f
ま
で
に
各
学
校

へ
　
説
明
会
＝
７
月
22
日
a
に

中
央
公
民
館
で
　
問
い
合
わ
せ

＝
青
少
年
育
成
課
1
32
・
０
５

８
１

●
ト
マ
ト
加
工

日
時
＝
７
月
25
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
　
会
場
＝
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
内
容

＝
ジ
ュ
ー
ス
、
ジ
ャ
ム
づ
く
り

定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝
９
０

ふ
れ
あ
い
教
育
委
員
会

心
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

教
育
委
員
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
７
月
22
日
a
午
後
１
時

45
分
〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
教

育
セ
ン
タ
ー
（
三
和
２
）

駐

車
場
＝
市
役
所
駐
車
場

⁄
定
例
教
育
委
員
会

時
間
＝
午
後
１
時
45
分
か
ら

傍
聴
希
望
の
人
は
、
開
会
10

分
前
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け

ま
す
（
10
人
程
度
）。

¤
市
民
と
教
育
委
員
会
と
の

懇
談
会
（
参
加
自
由
）

時
間
＝
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

30
分
　
内
容
＝
「
心
の
教
育
推

進
の
た
め
に
家
庭
、
地
域
、
学

校
が
連
携
し
て
取
り
組
む
べ
き

こ
と
は
何
か
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
懇
談
お
よ
び
教
育
全
般
に
つ

い
て
の
意
見
交
換

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
総
務
課
1

39
・
２
２
３
８
、
学
校
教
育
課

1
39
・
２
２
３
９

〜
19
日
a
正
午
（
１
泊
２
日
）

会
場
＝
緑
の
千
畳
敷
内
フ
ァ
ミ

リ
ー
キ
ャ
ン
プ
特
設
会
場
　
定

員
＝
１
０
０
人
　
参
加
料
＝
高

校
生
以
上
２
、５
０
０
円
、
小
・

中
学
生
１
、５
０
０
円
（
入
園
料
、

傷
害
保
険
料
含
む
、
駐
車
料
金

は
別
途
）

申
し
込
み
＝
８
月

５
日
a
ま
で
に
越
後
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
へ
（
受
付
は
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１

護
者
（
必
ず
保
護
者
同
伴
で
）

定
員
＝
40
人
（
標
本
づ
く
り
は

各
回
20
人
）

参
加
料
＝
１
０

０
円
　
申
し
込
み
＝
７
月
18
日

d
ま
で
に
科
学
博
物
館
1
32
・

０
５
４
６
へ

●
親
子
植
物
観
察
・

標
本
づ
く
り
教
室

日
時
＝
７
月
29
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
　
集
合
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車
場
　
対
象
＝

小
学
生
〜
一
般
　
持
ち
物
＝
新

聞
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
枝
切
り

は
さ
み
、
昼
食
、
筆
記
用
具

参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込
み
＝

７
月
26
日
e
ま
で
に
科
学
博
物

館
1
32
・
０
５
４
６
へ

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

日
時
＝
７
月
22
日
a
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
宮
本
町
周
辺
　
集
合
＝
雪

国
植
物
園
東
口
駐
車
場
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
　
持
ち
物
＝

観
察
用
具
、
筆
記
用
具
な
ど

参
加
料
＝
50
円
　
申
し
込
み
＝

７
月
19
日
e
ま
で
に
科
学
博
物

館
1
32
・
０
５
４
６
へ

●
親
子
夏
休
み
昆
虫
観
察
会

日
時
＝
８
月
５
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
八
方
台
周
辺
　
集
合

＝
八
方
台
休
暇
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

持
ち
物
＝
採
集
用
具
、
筆
記
用

０
円
　
持
ち
物
＝
昼
食
、
エ
プ

ロ
ン
　
申
し
込
み
＝
７
月
10
日

c
午
前
９
時
か
ら
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
1
34
・
５
３

６
０
へ
（
月
曜
日
は
休
館
）

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
７
月
11
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
内
容
＝
み
お
ち

づ
る
作「
ナ
シ
ス
の
塔
の
物
語
」

会
場
＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１

参
加
料
＝
無
料
　
問
い
合
わ
せ

＝
中
央
図
書
館
1
32
・
０
６
５

８●
読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
27
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
志
水
辰

夫
著
「
い
ま
ひ
と
た
び
の
」

会
場
＝
互
尊
文
庫
　
問
い
合
わ

せ
＝
中
央
図
書
館
1
32
・
０
６

５
８

●
映
画
会
（
無
料
）

日
時
と
内
容
＝
¡
７
月
24
日
c

具
、
昼
食
　
参
加
料
＝
50
円

申
し
込
み
＝
８
月
２
日
e
ま
で

に
科
学
博
物
館
1
32
・
０
５
４

６
へ

●
科
学
博
物
館
に
ま
つ
わ
る

思
い
出
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

科
学
博
物
館
は
今
年
８
月
１

日
に
開
館
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
発
刊
す
る
記

念
誌
に
、
み
な
さ
ん
の
思
い
出

話
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
。
悠
久

山
に
あ
っ
た
こ
ろ
の
博
物
館
の

思
い
出
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
博

物
館
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
話
を

ぜ
ひ
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
科
学
博
物

館
1
32
・
０
５
４
６
へ
ど
う
ぞ
。

●
親
子
木
工
教
室

日
時
＝
７
月
28
日
g
午
前
９
時

ア
ー
テ
ィ
フ
ァ
ク
ツ

見
学
会

ロ
ケ
ッ
ト
や
宇
宙
カ
プ
セ
ル
、

ア
ポ
ロ
月
面
着
陸
船
な
ど
、
人

類
の
宇
宙
開
発
の
歴
史
を
語
る

上
で
重
要
な
資
料
の
見
学
会
で

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

期
日
＝
７
月
22
日
a
、
８
月
５

日
a
・
19
日
a
・
26
日
a
、
９

月
30
日
a
、
10
月
７
日
a

時

間
＝
午
前
の
部
…
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
の
部
…
午
後
１
時

〜
３
時
　
会
場
＝
新
陽
２
丁
目

地
内
　
定
員
＝
各
回
70
人
　
申

し
込
み
＝
各
開
催
日
の
１
週
間

前
ま
で
に
企
画
課
総
合
企
画
班

1
39
・
２
２
０
４
へ

午
後
２
時
〜
３
時
40
分
「
ジ
キ

ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
」
（
32
ア

メ
リ
カ
）
™
７
月
27
日
f
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
「
お
や
ゆ
び

姫
」

会
場
＝
中
央
図
書
館
講

堂
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書

館
1
32
・
０
６
５
８

●
夏
休
み
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

図
書
館
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等

に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

活
動
は
何
日
間
で
も
Ｏ
Ｋ
。

期
間
＝
７
月
25
日
d
〜
９
月
２

日
a

場
所
＝
中
央
図
書
館
、

各
地
域
図
書
館
　
時
間
＝
¡
午

前
９
時
〜
正
午
™
午
後
２
時
〜

５
時
£
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定
員
（
１
日
当
た
り
）
＝
中
央

図
書
館
…
午
前
・
午
後
各
10
人
、

各
地
域
図
書
館
…
午
前
・
午
後

各
５
人
　
対
象
＝
中
学
生
以
上

申
し
込
み
＝
７
月
15
日
a
ま
で

に
各
図
書
館
に
あ
る
指
定
の
申

込
書
で
　
説
明
会
＝
７
月
21
日

〜
正
午
　
会
場
＝
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
　
持
ち
物

＝
の
こ
ぎ
り
、
か
な
づ
ち
　
定

員
＝
20
組
　
材
料
費
＝
５
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
７
月
19
日
e

ま
で
に
農
林
振
興
課
1
39
・
２

２
２
３
へ

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー

夏
の
つ
ど
い

期
日
＝
８
月
24
日
f
〜
26
日
a

（
２
泊
３
日
）

会
場
＝
国
立

妙
高
少
年
自
然
の
家
　
内
容
＝

子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
、
野
外
炊
飯
、

野
外
あ
そ
び
な
ど
　
対
象
＝
小

学
６
年
生
　
定
員
＝
２
５
０
人

参
加
料
＝
７
、０
０
０
円
　
申
し

込
み
＝
７
月
23
日
b
〜
27
日
f

に
各
子
ど
も
会
へ
　
問
い
合
わ

せ
＝
青
少
年
育
成
課
1
32
・
０

g
午
後
２
時
か
ら
と
４
時
か
ら

中
央
図
書
館
講
堂
で
　
問
い
合

わ
せ
＝
中
央
図
書
館
1
32
・
０

６
５
８

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

テ
ー
マ
＝
「
知
っ
て
お
き
た
い

お
葬
式
の
あ
れ
こ
れ
Ｑ
＆
Ａ
」

日
時
＝
７
月
18
日
d
・
25
日
d

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
２
回

連
続
）

会
場
＝
厚
生
会
館
第

２
小
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
50
人

講
師
＝
県
葬
祭
業
協
同
組
合
専

務
理
事
・
山
中
正
さ
ん
　
申
し

込
み
＝
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1

32
・
０
０
２
２

●
夏
休
み
将
棋
大
会
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
27
日
f
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
青
少
年
文

化
セ
ン
タ
ー
　
対
象
＝
小
学
生

（
参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法

を
決
定
）

申
し
込
み
＝
７
月

22
日
a
ま
で
に
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
1
34
・
１
３
０
５
へ

■
講
演
会
「
障
害
が
あ
っ
て
も
こ
こ

ま
で
で
き
る
！
障
害
は
障
害
か
？
」

日
時
＝
７
月
14
日
g
午
後
３
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
長
岡
Ｎ
Ｃ
ホ
ー
ル
　
講
師
＝
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｏ，
Ｓ

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
代
表

・
服
部
一
弘
さ
ん
　
入
場
料
＝
無
料

（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

定
員
＝

３
５
０
人
　
□申
長
岡
鉄
工
業
青
年
研

究
会
事
務
局
（
商
工
会
議
所
内
）
1

36
・
６
９
８
２

■
パ
ス
テ
ル
画
製
作
〜
「
初
夏
」
を

テ
ー
マ
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
づ
く
り

日
時
＝
７
月
14
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
中
央
公
民
館
工
作
室
　
参
加

料
＝
１
、５
０
０
円
（
初
め
て
参
加
の

人
は
ほ
か
に
材
料
費
１
、０
０
０
円
）

講
師
＝
中
本
千
鶴
子
さ
ん
　
□申
長
岡

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
芸
術
の
会
1
33

・
２
８
２
４

■
な
が
お
か
「
地
球
村
」
講
演
会

〜
美
し
い
地
球
を
子
ど
も
た
ち
に
〜

日
時
＝
７
月
20
日
-
午
後
１
時
〜
６

時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
２
階
け
や

き
（
託
児
室
あ
り
）

内
容
＝
第
１

部
「
地
球
は
今
」、

第
２
部
「
生
き

方
の
発
見
」

講
師
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
地
球
村
」
代
表
・
高
木
善
之
さ

ん
　
参
加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
当
日

５
０
０
円
増
、
中
学
生
以
下
無
料
）

□問
若
井
さ
ん
1
35
・
０
４
４
１

■
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
理
科
教
育
―
楽
し

く
進
め
る
自
由
研
究
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
20
日
-
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
　
会
場
＝
長
岡
技
術
科

学
大
学
　
対
象
＝
小
中
学
生
と
そ
の

保
護
者
　
定
員
＝
親
子
40
組
　
テ
ー

マ
＝
小
学
４
年
生
以
上
…
¡
脈
拍
と

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ
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情
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国
営
越
後
丘
陵
公
園�

長
岡
駅�

信
　
　
濃
　
　
川�

●
長
岡
技
術�

　
科
学
大
学�

●アクアーレ�
　長岡�

馬高・三十●�
　稲場遺跡�

←上越・富山�

直
江
津
↓�

　
東
京
↓�

　
東
京
↓�

↑
新
潟�

宮本IC

長岡ニュータウン�

新潟�
→
�

北 陸 自 動 車 道�

関 

越 

自 

動 

車 

道�

長岡�
JCT

長岡�
IC

関原五丁目�

新産四丁目�

長岡大橋�

大手大橋�

長生橋�

新
産
三
丁
目�

●新潟県立�
　歴史博物館�

４０４�

４０４�

３５１�

●
県
立�

　
近
代
美
術
館�

●
長
岡
市
立
科
学
博
物
館�会場�

▲アポロ月面着陸船
（昨年の見学会で）

代表的なクワガタムシの標本を400種、3,000
頭展示し、興味深い生態を解説します。
期間＝７月12日e～９月２日a（月曜日は休館）
会場＝科学博物館展示室　入場料＝無料

問い合わせ　科学博物館1３２・０５４６

ミニ企画展「世界のクワガタムシ」

▲エラファスホ
ソツヤクワガタ

大きな天体望遠鏡で火星などの惑星や夏の星座を観察します。
日時＝７月23日b午後７時～９時30分（雨天の場合は翌日。延

期や中止のときは当日の午後５時までに連絡します）
会場＝教育センター（三和２）屋上
定員＝20人（未成年者は保護者同伴）
申し込み＝７月19日eまでに教育センター1３３・２０２２へ

市民天体観察会（無料）

▲望遠鏡の先には、宇宙へ
のロマンが広がります

国
営
越
後
丘
陵
公
園

夏
休
み
フ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集
！

キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

一
緒
に
自
然
観
察
や
ロ
ー
プ
ワ

ー
ク
、
ク
ラ
フ
ト
教
室
な
ど
を

楽
し
み
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
初
心

者
も
大
歓
迎
で
す
。

夜
は
、
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
プ
レ

ゼ
ン
ツ
の
光
と
音
の
異
空
間
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
８
月
18
日
g
午
前
10
時

’
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６
１
川
崎
町
１
９
４
２
―

５
鈴
木
武

雄
さ
ん
1
34
・
７
０
０
６
へ

■
わ
ん
ぱ
く
共
和
国

期
日
＝
８
月
10
日
f
〜
12
日
a
（
２

泊
３
日
）

会
場
＝
栃
尾
・
杜
々
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
　
対
象
＝
小
学
３
年

〜
中
学
３
年
生
　
定
員
＝
30
人
　
参

加
料
＝
１
８
、０
０
０
円
　
□申
７
月
23

日
b
ま
で
に
長
岡
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
・
須
藤
さ
ん
1
・
FAX
39

・
６
９
６
１

■
ヘ
ン
デ
ル
の
メ
サ
イ
ア
を

歌
い
ま
せ
ん
か
！

練
習
日
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
７
時
30

分
〜
９
時
　
会
場
＝
長
岡
聖
ル
カ
保

育
園
ホ
ー
ル
（
中
島
５
）

練
習
指

導
・
公
演
指
揮
＝
石
坂
貢
治
さ
ん

公
演
日
＝
12
月
７
日
f

□問
長
岡
メ

サ
イ
ア
合
唱
協
会
・
佐
藤
秀
一
さ
ん

1
39
・
４
８
４
１

●
初
心
者
水
泳
教
室

後
期
会
員
募
集

日
時
＝
７
月
25
日
d
〜
31
日
c

の
午
前
中
（
30
日
を
除
く
計
６

回
）

会
場
＝
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
屋
内
プ
ー
ル
　
対
象
＝

小
学
生
　
定
員
＝
60
人
　
参
加

料
＝
１
、０
５
０
円
　
申
し
込
み

＝
７
月
８
日
a
〜
15
日
a
（
９

日
を
除
く
）
ま
で
に
会
費
を
添

え
て
直
接
、
青
少
年
文
化
セ
ン

タ
ー
1
34
・
１
３
０
５
へ

●
星
空
を
み
る
会
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
28
日
g
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
雨
天
・
曇
天
の

場
合
は
中
止
）

会
場
・
問
い

合
わ
せ
＝
青
少
年
文
化
セ
ン
タ

ー
1
34
・
１
３
０
５

７
月
25
日
d
〜
８
月
31
日
f

（
月
曜
日
は
休
館
）
の
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
時
間
は
、

温
水
プ
ー
ル
が
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が

午
前
11
時
・
午
後
１
時
30
分
・

３
時
20
分
、
科
学
コ
ー
ナ
ー
が

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
で

す
。
こ
の
期
間
は
、
高
校
生
以

下
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
入
場

料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
小
学
生
夏
休
み
農
業
・

農
村
体
験
参
加
者
募
集

ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
や
野
菜

の
収
穫
な
ど
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
友
達
と
２
人
１
組
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
８
月
18
日
g
〜
19
日
a

（
１
泊
２
日
）

会
場
＝
ふ
る

さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象
＝
市
内
の
小
学
４
・
５
・

６
年
生
　
定
員
＝
10
組
20
人

参
加
料
＝
１
人
２
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
往
復
は
が
き
の
往

信
の
裏
に
「
農
業
・
農
村
体
験

希
望
」
と
書
き
、
参
加
児
童
２

人
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

保
護
者
名
を
記
入
し
、
７
月
31

日
c
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒

９
４
０
―

８
５
５
０
今
朝
白
２

の
７
の
25
Ｊ
Ａ
越
後
な
が
お
か

福
祉
生
活
課
1
35
・
１
３
０
４

へ
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

問

い
合
わ
せ
＝
Ｊ
Ａ
ま
た
は
農
林

政
策
課
1
39
・
２
２
２
４

●
夏
休
み
こ
ど
も
環
境
探
検
隊

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

集
合
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
事

務
所
前
（
寿
３
）

参
加
料
＝

２
０
０
円
（
保
険
代
）

申
し

込
み
＝
７
月
31
日
c
ま
で
に
環

境
政
策
課
1
24
・
０
５
２
８
へ

●
親
も
育
つ
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

（
実
技
コ
ー
ス
・
木
工
作
）

工
具
と
材
料
は
用
意
し
ま
す
。

日
時
＝
¡
８
月
11
日
g
™
25
日

g
の
午
前
９
時
〜
正
午
　
会
場

＝
¡
希
望
が
丘
公
民
館
™
神
田

公
民
館
　
内
容
＝
プ
ラ
ン
タ
ー

か
本
立
て
づ
く
り
（
¡
™
と
も

同
じ
）

対
象
＝
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
　
定
員
＝
¡
™
各
20

組
　
参
加
料
＝
６
０
０
円
　
申

し
込
み
＝
７
月
９
日
b
か
ら
中

央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７
へ

●
「
な
が
お
か
市
民
大
学
」

親
と
子
の
理
科
工
作
教
室

参
加
す
る
回
数
は
自
由
で
す
。

会
場
＝
長
岡
工
業
高
等
専
門
学

校
　
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午

参
加
料
＝
親
子
１
組
１
回
５
０

０
円
（
ほ
か
に
材
料
費
各
回
１

セ
ッ
ト
３
０
０
円
）

問
い
合

わ
せ
＝
中
央
公
民
館
1
32
・
０

４
３
７
へ

●
民
踊
流
し
体
験
講
座

日
時
＝
練
習
…
７
月
19
日
e
・

23
日
b
・
25
日
d
・
27
日
f
の

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
、

本
番
…
８
月
１
日
d
午
後
５
時

〜
９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館

大
ホ
ー
ル
　
内
容
＝
長
岡
甚
句

と
大
花
火
音
頭
の
踊
り
方
、
浴

衣
の
着
付
講
習
、
長
岡
ま
つ
り

前
夜
祭
民
踊
流
し
参
加
体
験

定
員
＝
80
人
　
参
加
料
＝
２
、０

０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物

＝
運
動
靴
、
タ
オ
ル
な
ど
　
申

し
込
み
＝
７
月
18
日
d
ま
で
に

中
央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７
へ

●
中
心
商
店
街
お
買
い
物

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
（
無
料
）

「
長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」

が
中
心
商
店
街
の
花
火
関
連
商

品
を
ご
案
内
し
ま
す
。

「
花
火
」
の
コ
ー
ス

日
時
＝
７
月
24
日
c
・
28
日
g

午
前
10
時
〜
正
午
　
コ
ー
ス
＝

シ
ョ
ッ
プ
イ
ン
大
手
集
合
（
午

前
９
時
50
分
）
―
飯
田
（
呉
服
）

―
サ
ク
メ
モ
ス
リ
ン
―
江
口
だ

ん
ご
―
書
林
長
岡
―
小
松
屋
―

サ
ト
ウ
商
店
ほ
か
　
定
員
＝
各

日
８
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
し
込
み
＝
７
月
11
日
d
ま
で

に
長
岡
市
商
店
街
振
興
組
合
連

合
会
1
32
・
７
０
０
２
へ
　
問

い
合
わ
せ
＝
商
業
振
興
課
1
39

・
２
２
２
８

●
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
講
座

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
活

用
で
き
る
色
彩
セ
ン
ス
を
学
び

ま
す
。

日
時
＝
８
月
８
日
〜
９
月
26
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
８
月
15
日
を
除
く
計

７
回
）

対
象
＝
市
内
に
在
住

ま
た
は
勤
務
す
る
お
お
む
ね
30

歳
以
下
の
人
　
定
員
＝
15
人

受
講
料
＝
３
、５
０
０
円
　
講
師

＝
プ
リ
ン
キ
ピ
ア
代
表
・
カ
ラ

ー
ア
ナ
リ
ス
ト
・
和
田
冨
美
さ

ん
　
申
し
込
み
＝
７
月
30
日
b

ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
1

32
・
４
４
２
９
へ

■
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
31
日
c
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
平
和
の
森
公
園
（
本

町
３
・
駐
車
場
な
し
、
雨
天
の
場
合

は
中
島
小
学
校
体
育
館
）

□問
平
和

の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
事
務

局
・
河
上
さ
ん
1
・
FAX
33
・
３
１
９

９■
長
岡
空
襲
を
語
る
市
民
の
つ
ど
い

日
時
＝
８
月
１
日
d
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
講
話
＝
吉
澤
愛
子
さ
ん
ほ
か

参
加
料
＝
無
料
　
□問
長
岡
・
憲
法
を

く
ら
し
に
生
か
す
市
民
の
会
事
務
局

・
那
須
さ
ん
1
32
・
３
６
３
８

■
竜
鉄
也
　
演
歌
の
夕
べ

日
時
＝
７
月
22
日
a
午
後
６
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル

料
金
＝
２
、０
０
０
円
（
当
日
５
０
０

円
増
。
チ
ケ
ッ
ト
は
ジ
ャ
ス
コ
長
岡

店
、
大
和
長
岡
店
、
ツ
モ
リ
レ
コ
ー

ド
店
、
島
津
レ
コ
ー
ド
店
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
水
道
町
３
）
で
）

□問

長
岡
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
・

須
栗
さ
ん
1
32
・
２
６
８
７

■
長
岡
市
民
川
柳
大
会

日
時
＝
８
月
５
日
a
午
前
10
時
か
ら

会
場
＝
東
泉
閣
（
柏
町
２
）

参
加

料
＝
１
、０
０
０
円
　
宿
題
（
各
題
２

句
）＝
「
ぎ
り
ぎ
り
」「
お
見
事
」「
冷

や
す
」「
寝
冷
え
」「
花
火
」

川
柳

ト
ー
ク
＝
『
柳
都
』
主
幹
・
大
野
風

柳
さ
ん
「
人
そ
れ
ぞ
れ
・
花
そ
れ
ぞ

れ
」

席
題
（
各
題
２
句
）
＝
当
日

３
題
発
表
　
欠
席
投
句
＝
７
月
31
日

c
ま
で
に
雅
号
（
ふ
り
が
な
も
）
を

記
入
し
、
投
句
料
５
０
０
円
（
切
手

可
）
を
添
え
て
、
〒
９
４
０
―

０
８

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

コース�
No. 期　　日� 定員� 会　　場�

平日午前コース　９：３０～１２：００（２４３は１０：００～１２：３０）�

56�
238�
240�
58�
243�
60�
245�
246

9/ 4 c、 5 d、 6 e、 7 f
9/ 4 c、 5 d、11c、12d
9/ 6 e、 7 f、13e、14f�
9/11c、12d、13e、14f
9/13e、20e、27e、10/4e
9/18c、19d、20e、21f
9/18c、19d、25c、26d
9/20e、21f、27e、28f

40人�
10人�
10人�
40人�
6人�
40人�
10人�
10人�

幸町分室（幸町2）�
プレマ・パソコン教室（殿町2）�
プレマ・パソコン教室�
幸町分室�
パソコンスクールNET（台町2）�
幸町分室�
プレマ・パソコン教室�
プレマ・パソコン教室�

57�
239�
61�
247

9/ 4 c、 5 d、 6 e、 7 f
9/ 4 c、 6 e、11c、13e
9/18c、19d、20e、21f
9/20e、27e、10/ 4e、11e

40人�
15人�
40人�
6人�

幸町分室�
スタッフエースビジネススクール長岡校（千歳3）�
幸町分室�
パソコンスクールNET

132�
59�
133�
242�
134�
135

9/3 b、  4 c、 6 e、 7 f
9/ 4 c、 6 e、11c、13e
9/10b、11c、13e、14f
9/10b、13e、17b、20e
9/11c、12d、13e、14f
9/17b、18c、19d、20e

40人�
40人�
40人�
25人�
40人�
40人�

�

堤岡中学校�
幸町分室�
栖吉中学校�
長岡コンピュータカレッジ（殿町1）�
南中学校�
北中学校�

237�
241�
244

9/ 1 g、 8 g、22g、29g
9/ 9 a、16a（2日間）�
9/15-、16a（2日間）�

15人�
25人�
25人�

スタッフエースビジネススクール長岡校�
長岡情報ビジネス専門学校（弓町1）�
長岡コンピュータカレッジ�

248 9/20e、21f（2日間） 15人�
�
NTT東日本長岡営業支店（坂之上町3）�

305 9/ 8 g、 9 a（2日間）� 40人�幸町分室�

平日午後コース　１３：３０～１６：００�

夜間コース　１８：３０～２１：００�

平日２日間コース　９：３０～１６：００�

土日コース　９：３０～１６：００（２３７は１３：３０から、２４４は１５：３０まで）�

バリアフリーコース（聴覚障害者向け）  ９：３０～１６：００

19 18

●
花
火
大
会
の
会
場
に
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

花
火
大
会
の
当
日
は
、
国
営

越
後
丘
陵
公
園
の
臨
時
駐
車
場

か
ら
越
後
交
通
旧
西
長
岡
駅（
花

火
大
会
会
場
ま
で
徒
歩
10
分
）

ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し

ま
す
。
臨
時
駐
車
場
の
利
用
料

金
は
１
台
１
、０
０
０
円
（
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
代
含
む
）
で
す
。

な
お
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行

の
た
め
大
島
・
希
望
が
丘
・
日

越
地
区
の
一
部
で
交
通
規
制
を

行
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
自
転
車
で
お
出
か
け
の
方
へ

〜
駐
輪
場
の
ご
案
内
〜

旧
長
岡
地
方
裁
判
所
跡
地（
信

濃
２
）
と
太
子
公
園
（
日
赤
町

３
）
に
自
転
車
駐
輪
場
を
設
置

し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
早
朝
清
掃
に
ご
協
力
を

大
花
火
大
会
の
ご
み
処
理
は
、

大
会
の
翌
日
に
実
施
し
ま
す
。

近
隣
町
内
の
み
な
さ
ん
に
は
、

朝
早
く
か
ら
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
ま
つ
り
協

議
会
1
39
・
２
２
２
１

長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
の

お
知
ら
せ

●
長
岡
大
花
火
打
上
げ
現
場

見
学
ツ
ア
ー
（
無
料
）

長
岡
花
火
の
舞
台
裏
を
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
７
月
30
日
b

時
間
＝

午
前
の
部
…
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
の
部
…
１
時
30
分
〜
３
時

コ
ー
ス
＝
厚
生
会
館
（
大
正
三

尺
玉
打
上
げ
筒
の
見
学
）
―
三

尺
玉
打
上
げ
現
場
―
信
濃
川
河

川
公
園
（
ス
タ
ー
マ
イ
ン
等
打

上
げ
現
場
の
見
学
）
―
厚
生
会

館
　
定
員
＝
午
前
午
後
各
30
人

申
し
込
み
＝
７
月
25
日
d
ま
で

に
長
岡
ま
つ
り
協
議
会
1
39
・

２
２
２
１
へ

▲ワイドスターマイン

絵手紙であなたの心を届けませんか。
日時＝７月23日・30日、8月６日・20日

の月曜日午後７時～８時30分
会場＝中央公民館工作室
定員＝30人　材料費＝2,000円（初回に）
持ち物＝顔彩（水彩絵の具でも可）、筆、筆洗い等
申し込み＝７月10日cから中央公民館1３２・０４３７へ

絵手紙入門講座

インターネット講習会
９月受講生募集（無料）
〔講習内容〕

¡パソコンの基本操作™ワープロ文書の作成£インタ
ーネット操作¢電子メールの送受信
〔対　　象〕20歳以上の初心者
〔申し込み〕
７月21日g（消印有効）までに、往復はがきの往信の

裏にコースＮｏ．（第１・２希望を記入）、住所、氏名、年齢、
電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入し
て〒９４０－００７２柳原町２の１生涯学習・体育課ＩＴ講習
推進室へ（はがき１枚につき１人、多数の場合７月24日
cに抽選し、結果を７月26日eに発送します）
〔問い合わせ〕
生涯学習・体育課ＩＴ講習推進室1３２・６１０２（代）

インターネット講習会は今後１２月まで開催し、日程は市政
だよりで随時お知らせします。なお、１人１回の受講となり
ます。

「仕事で活用したい、また、県
外にいる娘とメールのやりとりが
したいと思ったのがパソコンを始
めたきっかけです。講習会では、
基礎をきちんと教えてもらえるの
がうれしいですね」四郎丸１の鷲
津真澄さん（６月16日のインター
ネット講習会で）

期日�

定員�

コース�

内
　
　
　
　
容�

40人�40人�

8／9e10f
小学生コース�中学生コース�

「
自
然
に
親
し
も
う
！
」�

　
…
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー�

　
　
ム
、
自
然
観
察 �

「
や
っ
て
み
よ
う
グ
リ

ー
ン
購
入
」�

　
…
環
境
に
や
さ
し
い�

　
　
品
物
探
し�

「
森
林
の
役
割
」�

　
…
自
然
観
察
・
自
然�

　
　
調
べ�

「
く
ら
し
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
」�

　
…
日
常
生
活
が
環
境�

　
　
に
与
え
る
影
響
に�

　
　
つ
い
て
の
体
験
学
習�

期日�

定員（親子）�

内
　
　
容�

講
　  

師�

35組�

7/28g8/11g18g25g
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
、水
ロ
ケ
ッ
ト

を
飛
ば
そ
う
！�

細
貝
和
彦 

助
教
授�

30組�

1
0
0
キ
ロ
棒

を
つ
く
ろ
う�

塩
野
計
司 

教
授�

20組�

色
の
世
界
、香
り

の
世
界
を
の
ぞ

い
て
み
よ
う
！�

鈴
木
秋
弘 

助
教
授�

35組�

浮
沈
子
を
つ
く

り
科
学
し
よ
う�

有
本
匡
男 

教
授�

（
長
岡
工
業
高
等
専
門

学
校
の
先
生
方
で
す
）�

雨
天
の
場
合
は
、
内
容
の
一
部
を

変
更
し
ま
す
。

▲

と
　
ど
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

北
部
体
育
館
（
21
日
の
み
）

参
加

チ
ー
ム
＝
全
国
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

11
チ
ー
ム
、
海
外
２
チ
ー
ム
　
□問
Ｄ

Ｍ
Ｓ
・
Ｃ
Ｕ
Ｐ
実
行
委
員
会
・
木
澤

晃
さ
ん
1
35
・
５
９
１
５

■
夏
季
市
民
卓
球
大
会

日
時
＝
７
月
29
日
a
午
前
９
時
か
ら

会
場
＝
市
民
体
育
館
　
種
目
＝
一
般

・
高
校
生
、
中
学
１
年
生
、
中
学
２

年
生
（
以
上
各
男
女
）、

小
学
生
男

女
混
合
（
５
年
生
以
上
・
４
年
生
以

下
）、

公
民
館
卓
球
教
室
（
男
子
…

49
歳
以
下
・
64
歳
以
下
・
65
歳
以
上
、

女
子
…
54
歳
以
下
・
55
歳
以
上
）

参
加
料
＝
一
般
７
０
０
円
、
高
校
生

５
０
０
円
、
小
中
学
生
３
５
０
円
、

公
民
館
卓
球
教
室
５
０
０
円
　
□申
市

民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０

■
市
民
テ
ニ
ス
教
室
（
硬
式
）

日
時
＝
８
月
７
日
〜
24
日
（
14
日
を

除
く
）
の
毎
週
火
・
金
曜
日
午
後
７

時
〜
９
時
（
計
５
回
）

会
場
＝
希

望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
定
員
＝
45
人

参
加
料
＝
４
、０
０
０
円
　
□申
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

経
験
年
数
を
記
入
し
、
７
月
21
日
g

ま
で
に
〒
９
４
０
―

０
０
９
７
山
田

１
の
４
の
14
棚
橋
義
孝
さ
ん
1
32
・

０
６
９
２（
午
後
８
時
以
降
）
へ
（
多

数
の
場
合
抽
選
）

■
初
心
者
弓
道
教
室

日
時
＝
８
月
21
日
〜
10
月
６
日
の
毎

週
火
・
木
・
土
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分
（
８
月
28
日
を
除
く
計
20
回
）

会
場
＝
市
民
体
育
館
弓
道
場
　
対
象

＝
18
歳
以
上
の
社
会
人
　
定
員
＝
20

人
　
参
加
料
＝
５
、０
０
０
円
（
初
回

に
）

□申
８
月
17
日
f
ま
で
に
市
民

体
育
館
へ
（
８
月
18
日
g
に
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
）

□問
武
樋
弘

之
さ
ん
1
32
・
８
５
２
３

●
売
れ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

構
築
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
18
日
d
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
　
会
場
＝
パ
ス
ト

ラ
ル
長
岡
（
今
朝
白
２
）

テ

ー
マ
＝
「
営
業
ツ
ー
ル
と
し
て

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
活
用
法
」

講
師
＝
1
と
も
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ズ
代
表
取
締
役
・
渡
邊
桃
伯

子
さ
ん
　
定
員
＝
１
５
０
人

申
し
込
み
＝
７
月
16
日
b
ま
で

に
FAX
０
２
６
・
２
３
３
・
０
３

２
３
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

w
w
w
.annexis.ne.jp/̃sitcc

で
、
信
越
情
報
通
信
懇
談
会
1

０
２
６
・
２
３
４
・
９
９
７
２

へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
商
業
振
興

課
1
39
・
２
２
２
８

●
都
市
景
観
条
例

市
民
説
明
会

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
７
月
18
日
d
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
市

立
劇
場
３
階
大
会
議
室
　
説
明

内
容
＝
¡
長
岡
市
都
市
景
観
条

例
の
あ
ら
ま
し
™
長
岡
ら
し
い

都
市
景
観
の
将
来
像
を
示
す「
都

市
景
観
基
本
計
画
」（
素
案
）
£

一
定
規
模
以
上
の
建
物
を
建
て

る
と
き
等
に
、
守
る
景
観
上
の

ル
ー
ル
を
定
め
た
「
景
観
影
響

行
為
指
針
」（
素
案
）

™
£
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

の
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

条
例
と
各
素
案
、
都
市
景
観

審
議
会
で
の
審
議
内
容
は
、
長

岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

ま
た
、
条
例
と
各
素
案
の
冊

子
を
都
市
政
策
課
（
市
役
所
３

階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
政
策
課
1

39
・
２
２
２
５

●
長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ

意
見
交
換
会

長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
（
信
濃
川

右
岸
中
島
浄
水
場
付
近
）
の
水

辺
空
間
を
今
後
ど
の
よ
う
に
利

用
し
て
い
く
の
か
、
代
表
者
会

議
で
話
し
合
わ
れ
た
結
果
を
発

表
し
、意
見
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。

日
時
＝
７
月
７
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
市
立
劇

場
小
ホ
ー
ル
　
問
い
合
わ
せ
＝

国
土
交
通
省
信
濃
川
工
事
事
務

所
1
32
・
３
０
２
０
、
公
園
緑

地
課
1
39
・
２
２
３
０

●
サ
マ
ー
ボ
ブ
ス
レ
ー
の

ナ
イ
タ
ー
営
業
へ
ど
う
ぞ
！

夜
景
を
楽
し
み
な
が
ら
乗
る

ボ
ブ
ス
レ
ー
は
最
高
で
す
。
み

な
さ
ん
ぜ
ひ
、
体
験
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

営
業
日
＝
７
月
28
日
g
・
29
日

a
、
８
月
４
日
g
・
５
日
a
・

11
日
g
・
12
日
a
・
14
日
c
・

15
日
d
・
16
日
e
・
18
日
g
・

19
日
a
・
25
日
g
・
26
日
a

時
間
＝
午
後
５
時
〜
９
時
　
問

い
合
わ
せ
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

ラ
ン
ド
（
市
営
ス
キ
ー
場
）
1

34
・
２
２
２
５

東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
は
す
べ
て
無
料
で

す
（
天
候
に
よ
り
、
変
更
や
中

止
の
場
合
あ
り
）。

期
日
＝
８
月
４
日
g
・
５
日
a

・
11
日
g
・
12
日
a

会
場
＝

市
営
ス
キ
ー
場

●
グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
体
験

日
時
＝
４
日
g
・
５
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

●
ビ
ッ
ク
リ
館
P
A
R
T
２

市
営
ス
キ
ー
場
第
１
ロ
ッ
ジ

前
に
ミ
ニ
ド
ー
ム
シ
ア
タ
ー
が

出
現
！
音
と
映
像
と
振
動
に
よ

る
仮
想
・
立
体
体
験
が
で
き
ま

す
。

日
時
＝
11
日
g
・
12
日
a
午
前

10
時
〜
午
後
６
時

●
も
ぎ
店
コ
ー
ナ
ー

Ｔ
Ｖ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
お
も

し
ろ
魚
な
ど
の
す
く
い
人
形
が

楽
し
め
ま
す
。

日
時
＝
４
日
g
・
５
日
a
・
11

日
g
・
12
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
８
時

●
野
外
上
映
会

日
時
＝
４
日
g
午
後
７
時
30
分

か
ら
　
上
映
予
定
映
画
＝
「
ニ

ル
ス
の
不
思
議
な
旅
」「
そ
れ
い

け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）
1
34
・
2
7
0
0

●
長
岡
ま
つ
り
協
賛

体
育
事
業

各
種
目
と
も
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
大
会
〉

日
時
＝
７
月
28
日
g
・
29
日
a

午
前
８
時
30
分
か
ら
　
会
場
＝

河
川
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
　
問
い

合
わ
せ
＝
長
岡
市
サ
ッ
カ
ー
協

会
・
棚
橋
さ
ん
1
27
・
７
３
８

２

〈
弓
道
大
会
〉

日
時
＝
７
月
29
日
a
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
弓

道
場
　
参
加
料
＝
４
０
０
円

〈
駅
伝
競
争
大
会
〉

日
時
＝
７
月
31
日
c
午
後
５
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
営
陸
上

競
技
場
　
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム

２
、０
０
０
円

〈
社
会
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
〉

日
時
＝
８
月
４
日
g
〜
６
日
b

午
後
６
時
20
分
か
ら
（
５
日
は

午
前
９
時
20
分
か
ら
）

会
場

＝
南
部
体
育
館
　
参
加
料
＝
１

チ
ー
ム
３
、５
０
０
円

〈
柔
道
大
会
〉

日
時
＝
８
月
５
日
a
午
前
９
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育

館
大
ア
リ
ー
ナ
　
参
加
料
＝
１

チ
ー
ム
２
、０
０
０
円

〈
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
〉

日
時
＝
８
月
10
日
f
午
前
９
時

か
ら
　
会
場
＝
河
川
公
園
特
設

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
　
参
加
料
＝

１
チ
ー
ム
３
、０
０
０
円
　
問
い

合
わ
せ
＝
長
岡
地
区
老
連
事
務

局
・
広
川
さ
ん
1
34
・４
４
８
９

〈
相
撲
大
会
〉

日
時
＝
８
月
10
日
f
午
後
０
時

30
分
か
ら
　
会
場
＝
悠
久
山
相

撲
場
　
参
加
料
＝
無
料

■
公
開
公
演
会
「
家
族
内
暴
力
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
〜
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
を
防

ぐ
た
め
に
〜
」

日
時
＝
７
月
28
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
（
保
育
あ
り
、
２
０
０
円
）

参
加
料
＝
８
０
０
円
（
当
日
２
０
０

円
増
）

講
師
＝
原
宿
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
所
長
・
信
田
さ
よ
子

さ
ん
　
□申
女
の
ス
ペ
ー
ス
・
な
が
お

か
・
荻
野
さ
ん
1
・
FAX
32
・
４
３
７
４

■
地
域
企
業
と
長
岡
技
術
科
学
大
学

と
の
交
流
フ
ェ
ア
２
０
０
１

新
技
術
・
新
製
品
開
発
を
産
学
共

同
で
進
め
る
た
め
の
技
術
交
流
会
で
す
。

日
時
＝
８
月
10
日
f
午
後
１
時
〜
５

時
　
会
場=

長
岡
技
術
科
学
大
学
セ

コ
ム
ホ
ー
ル
　
参
加
料
＝
無
料
　
□問

長
岡
技
術
科
学
大
学
技
術
開
発
セ
ン

タ
ー
長
・
高
橋
勲
さ
ん
1
47
・
９
５

１
５

■
ア
ニ
メ
映
画
「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー

マ
ス
―
魔
法
の
線
路
」
鑑
賞
会

日
時
＝
８
月
19
日
a
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
　
会
場=

市
立
劇
場
大
ホ
ー

ル
　
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
　
入
場
料
＝
無
料
　
定
員
＝
１
、

５
０
０
人
　
□申
７
月
９
日
b
〜
24
日

c
に
特
別
鑑
賞
券
申
込
書
に
記
入
し
、

最
寄
り
の
長
岡
信
用
金
庫
へ
（
入
場

券
と
引
き
換
え
）

□問
長
岡
信
用
金

庫
業
務
部
1
36
・
４
３
４
４

■
東
日
本
車
椅
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

長
岡
チ
ー
ム
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時
＝
７
月
21
日
g
・
22
日
a
午
前

９
時
か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
、

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

21 20

《チケット発売中》
●オーケストラの玉手箱
日時＝８月12日a午後３時から
会場＝リリックホール・コンサ
ートホール　出演＝ディヴェル
ターズオーケストラ　曲目＝デ
ィズニーメドレー、クラシック
名曲メドレーほか　料金（全席
自由）＝一般１,０００円、小中学
生５００円（当日２００円増）

●語りつくし 東北の昔話 in 長岡（市民企画公募型事業）
日時＝８月18日g午後１時から　会場＝リリックホール・
シアター　内容＝第１部…新潟、山形、宮城、秋田、岩手
の昔話、第２部…昔話トーク「東北の風土と昔話」 料金
（全席自由）＝一般１,０００円、小中学生５００円（一般のみ当
日５００円増）

《７月１４日Gチケット発売》
長岡リリックホール開館５周年記念
●東西の“川”の出会うところ
能「隅田川」とブリテン作曲のオペラ「カーリュー・リ
ヴァー」の同時上演
日時＝10月13日g午後６時から　会場＝リリックホール・
コンサートホール　演出・能の出演＝櫻間金記（能楽師）
オペラ出演＝ブリテン・ピアーズアンサンブル　料金（全
席指定）＝７,５００円

●チェン・ミン　ネオクラシックコンサート
悠久の中国をほうふつさせる流麗な胡弓・古筝の調べが、
今活躍中の５人のミュージシャンたちによってリリックに
響きわたります。
日時＝10月22日b午後７時から　会場＝リリックホール・
シアター　出演＝チェン・ミン（胡弓）、馬平（打楽器・中
国木琴）ほか　特別ゲスト＝狩野泰一（篠笛） 料金（全
席自由）＝３,０００円

★青少年のみなさんを招待します
「語りつくし　東北の昔話 in 長岡」に青少年のみなさん
10人を招待します。

申し込み＝７月30日b必着で、はがきに郵便番号、住所、
氏名、年齢、学校名、保護者氏名、電話番号、「語りつくし
東北の昔話 in 長岡」鑑賞希望と記入し、〒940－2101寺島
町315リリックホールへ（はがき１枚につき１人）
Ｅメール　ticket@nagaoka-caf.or.jpでも受け付けます（応
募多数の場合抽選）

（財）長岡市芸術文化振興財団ガイド129・7711

ス
ポ
ー
ツ�

市営スキー場の第３リフトわきゲレンデに、マウンテンバイクコースが
オープンしました。コースは全長約１キロのコースと６００メートルのコー
スの２つ。初心者から上級者まで楽しめます。みなさん、ご利用ください。
（団体利用や大会の開催についてはお問い合わせください）
期間＝10月末まで　時間＝午前８時30分～午後５時　使用料＝無料
問い合わせ＝東山ファミリーランド（市営スキー場）1３４・２２２５

マウンテンバイクコースがオープン！
市営スキー場に

▲この夏はマウンテンバイ
クにチャレンジ！

悠久山プール・希望が丘プール
営業時間のご案内

７月１日A～９月１５日_
（屋外プールは９月７日Fまで）

プール内では、潜水用具や直径１メートル以上の浮き
具、足入れ浮き輪など、他人の迷惑となるもの、危険な
ものは使用できません。
７月11日・12日・26日・27日、８月４日・８日・17日
・30日・31日、９月５日は水泳大会のため、悠久山プー
ル（屋内温水プールも）の一般開放は休みます。また、
悠久山屋外プールのナイター営業は、天候などにより、
時間を変更することがあります。

問い合わせ　悠久山プール　1３５・６３６８
希望が丘プール1２８・１７７５

悠久山屋外プール�悠久山屋内温水プール� 希望が丘プール�
期　間�

大　人�
高齢者（満65歳以上）�
高校生�
中学生以下（3歳以下は無料）�

400円��
300円��
150円�

200円��
100円��
  50円�

100円��
  50円��
  30円�

7/1～6�
8/1～3�
8/13～16�
8/27～9/7

 9：30～�
　　  17：00

 9：30～�
　　  20：30�
（ナイター�
営業)

7/7～31�
8/4～12�
8/17～26

営業時間�期　間�

7/1～9/15

 9：30～�
　　  20：30�
ただし、�
 8/1～3、�
13～16は�
17：00まで�

営業時間�

個　人�料金区分� 団体（20人以上）�
1日（1回）�2時間まで�1時間超すごとに�

期　間�
7/1～20�
8/1～3�
8/13～16�
8/21～9/7

 9：30～�
　　 17：00�
ただし、�
 8/2、3は�
16：00まで�

 9：30～�
　　18：30

7/21～31�
8/4～12�
8/17～20

営業時間�

�

こきゅう

マー・ピン

こ と
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

師
＝
長
岡
市
消
防
署
救
急
隊
員
　
□申

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
王
見
台
・
上
村

さ
ん
1
28
・
８
８
０
０

■
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

日
時
＝
８
月
18
日
g
、
19
日
a
、
25

日
g
、
26
日
a
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
４
日
間
）

会
場
＝
長
岡
ロ

ン
グ
ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
（
大
字
日
越
）

講
師
＝
日
本
赤
十
字
救
急
法
指
導
員

受
講
資
格
＝
満
15
歳
以
上
の
人
　
定

員
＝
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
＝

３
、０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
筆
記
用
具
、

昼
食
、
動
き
や
す
い
服
装
　
□申
７
月

18
日
d
ま
で
に
日
本
赤
十
字
社
新
潟

県
支
部
事
業
推
進
1
０
２
５
・
２
３

１
・
３
１
２
１
へ

■
長
岡
市
精
神
障
害
者
家
族
会

心
に
病
を
持
つ
人
の
家
族
と
精
神

保
健
・
福
祉
に
理
解
の
あ
る
人
の
会

で
す
。

悩
み
な
ど
を
語
り
合
い
、
支
え
合

う
と
と
も
に
、
研
修
を
通
し
て
病
気

の
こ
と
や
対
応
の
し
か
た
な
ど
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
６
日
f
、
13
日
f
、
27

日
f
、
８
月
10
日
f
の
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
水
道
町
３
）

□問
介
護
保
険

課
内
精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局
1

39
・
２
２
４
５

■
法
務
相
談
所
（
無
料
）

法
務
局
職
員
と
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

日
時
＝
７
月
23
日
b
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
厚
生
会
館
　
相
談

内
容
＝
い
じ
め
、
離
婚
、
相
続
、
土

地
、
金
銭
上
の
問
題
、
不
動
産
登
記
、

会
社
登
記
に
関
す
る
こ
と
な
ど
　
□問

新
潟
地
方
法
務
局
長
岡
支
局
1
33
・

５
５
１
１

■
サ
マ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
大
会

日
時
＝
７
月
24
日
c
・
25
日
d
午
前

８
時
か
ら
　
会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ

ス
場
ほ
か
　
種
目
＝
小
学
生
、
中
学

生
、
高
校
１
年
生
、
高
校
２
年
生
の

各
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
　
参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円
　
□申
所
定
の
用
紙
で
７
月

10
日
c
ま
で
に
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場

・
石
原
さ
ん
1
29
・
１
４
８
９
へ

■
初
心
者
ダ
イ
ビ
ン
グ
教
室

日
時
＝
７
月
14
日
g
・
15
日
a
・
20

日
-
・
21
日
g
・
22
日
a
の
午
前
９

時
45
分
〜
10
時
45
分
　
会
場
＝
悠
久

山
屋
外
ダ
イ
ビ
ン
グ
プ
ー
ル
　
対
象

＝
小
学
２
年
生
以
上
　
参
加
料
＝
１
、

０
０
０
円
（
１
回
は
５
０
０
円
、
プ

ー
ル
入
場
料
は
別
途
）

□申
市
民
体

育
館
1
34
・
２
７
０
０

■
障
害
児(

者)

の
発
達
講
座(

無
料)

日
時
＝
７
月
15
日
a
午
後
１
時
30
分

〜
５
時
　
会
場
＝
ハ
イ
ブ
長
岡
　
定

員
＝
２
０
０
人
　
対
象
＝
障
害
児
ま

た
は
障
害
者
の
保
護
者
、
障
害
児
療

育
ま
た
は
保
育
園
な
ど
の
保
育
担
当

者
、
教
育
者
な
ど
　
内
容
＝
発
達
障

害
に
関
す
る
講
演
会
、
個
別
相
談
な

ど
　
□申
は
が
き
に
代
表
者
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
職
業
（
職
種
）、
参

加
人
数
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

２

１
３
５
長
岡
市
深
沢
町
２
２
７
８
の

８
長
岡
療
育
園
へ
送
付
の
う
え
、
当

日
直
接
会
場
へ
（
人
数
超
過
の
際
は

連
絡
し
ま
す
）

□問
長
岡
療
育
園
・

小
坂
井
さ
ん
1
46
・
６
６
１
１

■
普
通
救
命
講
習
会
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
14
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
30
分
　
会
場
＝
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
王
見
台
（
王
番
田
町
）

講

脂
肪
測
定
・
運
動
指
導
・
調
理

実
習
・
講
義
「
内
臓
肥
満
撃
退
！

血
液
を
さ
ら
さ
ら
キ
レ
イ
に
保

つ
た
め
に
」

定
員
＝
40
人

参
加
料
＝
５
０
０
円
　
申
し
込

み
＝
７
月
11
日
d
ま
で

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

23 22

●
年
に
１
度
は

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
！

職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
人
や
年
度
途

中
で
転
入
し
た
た
め
に
健
診
の

機
会
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
人
は
、

長
岡
市
が
実
施
す
る
各
種
健
診

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
＝
基
本
健
康
診
査
、
胃
が

ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診
、
子

宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
、

結
核
・
肺
が
ん
検
診
、
骨
粗
し

ょ
う
症
予
防
検
診
　
日
時
＝
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
健
康
課
に
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
課
1
32
・

５
０
０
０

●
電
動
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

（
第
２
次
募
集
）

対
象
＝
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

市
の
指
定
取
扱
店
か
ら
購
入
す

る
生
ゴ
ミ
処
理
機
を
自
宅
で
使

用
す
る
人
　
補
助
率
・
額
＝
購

入
額
の
２
分
の
１
で
３
万
円
限

度
　
受
付
＝
随
時
　
申
し
込
み

＝
指
定
取
扱
店
に
あ
る
補
助
金

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
〒
９
４
０
―

０
０
１
５

長
岡
市
寿
３
の
６
の
１
長
岡
市

環
境
部
環
境
業
務
課
1
24
・
２

８
３
７
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
早

め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
指
定
取
扱
店
に
つ
い

て
は
、
販
売
店
の
店
頭
で
確
認

す
る
か
、
環
境
業
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す

平
成
13
年
度
分

国
保
納
付
通
知
書

今
年
度
の
長
岡
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
の
総
額
は
、

約
１
１
６
億
円
で
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
み
な
さ
ん
の
医
療

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を

ま
か
な
う
主
な
も
の
は
、
国
か

ら
の
負
担
金
と
み
な
さ
ん
の
納

め
る
保
険
料
で
す
。

納
付
通
知
書
（
確
定
賦
課
）

は
、
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

忘
れ
ず
に
、
各
納
期
限
ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
保
医
療
課
1

39
・
２
２
２
０

●
65
歳
以
上
の
人
の

介
護
保
険
料
の

確
定
通
知
書
を
郵
送
し
ま
す

「
平
成
13
年
度
介
護
保
険
料

納
付
通
知
書
（
確
定
賦
課
）」

を
７
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
書
で
は
、
年
間
保
険

料
額
の
ほ
か
、
７
月
以
降
の
各

期
別
の
保
険
料
額
、
徴
収
方
法

等
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
徴
収
（
年
金
か

ら
天
引
き
）
や
口
座
振
替
以
外

の
方
法
で
納
め
る
人
に
は
、
一

緒
に
、
第
４
期
か
ら
第
６
期
ま

で
の
納
付
通
知
書
を
同
封
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
９
月
で
介
護
保
険
料

の
２
分
の
１
軽
減
期
間
が
終
了

し
、
10
月
か
ら
は
軽
減
措
置
な

し
の
保
険
料
を
徴
収
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
確
定
通
知
書
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保
険
課
1

39
・
２
２
４
５

３
時
30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
み
や
う
ち

●
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
ひ
ざ
、
腰
な
ど
の
痛
み

を
和
ら
げ
る
運
動
や
リ
ハ
ビ
リ

の
仕
方
、
中
・
高
年
の
心
身
の

悩
み
や
介
護
家
族
の
悩
み
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

健
康
課
1
32
・
5
0
0
0

●
4
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

８
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
４
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
12
年
10
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険
証
、

赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月
児
の

み
）

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

会
場
等
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健
康
課

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

で
は
、
毎
日
献
血
が
で
き
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
成
分
献
血
は
1
29

・
２
３
５
０
へ
予
約
が
必
要
で

す
）

●
子
宮
が
ん
･
乳
が
ん

夜
間
検
診

対
象
＝
昭
和
47
年
４
月
１
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
　
日
時
＝
７

月
18
日
d
午
後
５
時
40
分
か
ら

場
所
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
料
金

＝
子
宮
が
ん
…
６
０
０
円
、
乳

が
ん
…
４
０
０
円

●
糖
尿
病
食
事
グ
ル
ー
プ
相
談

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う

食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま

す
。

日
時
＝
７
月
19
日
e
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
（
受
付
は
午

後
１
時
か
ら
）

会
場
＝
健
康

セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
栄
養
士
・

保
健
婦
に
よ
る
食
事
相
談
と
指

導
　
申
し
込
み
＝
前
日
ま
で
に

電
話
で

●
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

健
康
診
査
な
ど
で
、
肥
満
度

20
％
以
上
、
ま
た
は
高
脂
血
症

（
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や

中
性
脂
肪
の
多
い
人
）
と
診
断

さ
れ
た
人
な
ど
を
対
象
に
、
運

動
指
導
や
食
事
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日
時
＝
７
月
13
日
f
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
　
会
場

＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
体

企
画
課
女
性
政
策
班

1
39
・
2
2
0
4

●
女
性
の
健
康
相
談

保
健
婦
、
助
産
婦
、
思
春
期

相
談
員
が
、
女
性
の
全
生
涯
に

わ
た
る
か
ら
だ
の
こ
と
や
心
配

ご
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

男
性
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

日
時
＝
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

の
午
後
１
時
〜
４
時（
相
談
日
が

祝
祭
日
の
場
合
は
休
み
）

相

談
方
法
＝
電
話
ま
た
は
面
接（
電

話
相
談
専
用
1
39
・
９
３
５
７
、

相
談
日
以
外
は
通
じ
ま
せ
ん
。

面
接
相
談
は
要
予
約
1
39
・
２

２
０
４
）

場
所
＝
け
さ
じ
ろ

荘
（
今
朝
白
１
）

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
機

能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

看
護
婦
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
簡
単
な
体
操
の
紹
介
も
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
、
毎
週
土
曜
日
午

前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

く
ら
し�

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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介
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ど�
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理
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膝
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ど�

寝
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相
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期
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厚
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午
前
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時
〜
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午
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午
後
１
時
〜
4
時�

ジ
ャ
ス
コ�

長
岡
店�

午
前
10
時
〜
正
午
、�

午
後
1
時
〜
4
時�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
0
時
30
分
〜
4
時�

ダ
イ
エ
ー�

長
岡
店�

わ
き
通
路�

8／3�
f

4�
g
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g

会
　
場�

時
　
　
間�

食中毒を予防しましょう！
食中毒の発生しやすい季節になりました。
食中毒予防の３原則を守って、家庭から食中毒を発生させない

よう家族みんなで気をつけましょう。
¡手や調理器具をしっかり洗い、食品は包んで保存し、食中毒菌
を食品に触れさせないようする。

¡冷蔵庫の温度管理に気をつけ、食品は早めに食べきる。
¡食品を調理する際は、十分過熱し食中毒菌を殺菌する。

期
日�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

栄
養
士�

保
健
婦�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

心
の
健
康�

7／25�
d

8／8�
d

内
　
容�

担
　
　
当�

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.６.１（前月比）

191,501人 94,167人 97,334人 65,525世帯
（＋162） （＋166）（＋57）（＋105）

７月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 35・3700）�
（1 33・3111）�
（1 28・3600）�

長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�

  １日a・20日-�
8日a・22日a
15日a・29日a

（1 28・3600）
（1 35・3700）
（1 33・3111）
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

〜
４
時
　
会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡

（
今
朝
白
２
）

対
象
＝
平
成
14
年
３

月
卒
業
予
定
の
高
校
生
、
保
護
者
な

ら
び
に
進
路
指
導
担
当
教
師
な
ど

内
容
＝
平
成
14
年
３
月
に
高
等
学
校

卒
業
予
定
者
を
採
用
予
定
企
業
の
、

企
業
概
要
、
求
人
内
容
の
説
明
、
適

職
診
断
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
適
職
相
談

ほ
か
　
□問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32

・
１
１
８
１

■
人
権
啓
発
に
関
す
る

図
画
、
ポ
ス
タ
ー
募
集

募
集
期
間
＝
９
月
14
日
f
ま
で
　
□問

新
潟
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課
人

権
啓
発
室
1
０
２
５
・
２
８
０
・
５

１
８
１

■
地
域
保
健
講
座

日
時
＝
７
月
23
日
b
午
後
１
時
30
分

〜
４
時
　
会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病

院
検
診
棟
４
階
講
堂
　
テ
ー
マ
＝
更

年
期
と
う
ま
く
つ
き
あ
う
た
め
に

講
師
＝
産
婦
人
科
部
長
・
西
村
紀
夫

さ
ん
　
受
講
料
＝
２
０
０
円
　
□申
厚

生
連
労
組
長
岡
中
央
支
部
地
域
保
健

講
座
実
行
委
員
会
事
務
局
1
35
・
７

２
６
４

■
母
と
子
の
つ
ど
い

赤
ち
ゃ
ん
編
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
24
日
c
午
前
10
時
〜
正

午
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー
　
対
象

＝
１
歳
未
満
児
と
保
護
者
　
内
容
＝

離
乳
食
に
つ
い
て
の
講
話
と
試
食
、

子
育
て
情
報
交
換
　
講
師
＝
栄
養
士

・
坂
内
泉
さ
ん
　
定
員
＝
40
組
　
□申

７
月
９
日
b
か
ら
健
康
課
内
母
子
保

健
推
進
委
員
協
議
会
事
務
局
1
32
・

５
０
０
０
へ

■
長
岡
造
形
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
＝
７
月
20
日
-
午
前
10
時
か
ら

対
象
＝
高
校
生
、
受
験
生
、
保
護
者

な
ど
　
□問
長
岡
造
形
大
学
入
試
事
務

室
1
21
・
３
３
３
１

■
長
岡
技
術
科
学
大
学

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
＝
７
月
28
日
g
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
30
分
　
対
象
＝
高
校
生
、
受

験
生
、
保
護
者
な
ど
　
□問
長
岡
技
術

科
学
大
学
入
学
試
験
係
1
47
・
９
２

７
１

■
平
成
14
年
３
月
卒
業
予
定
の

高
校
生
と
そ
の
保
護
者
対
象

求
人
説
明
会

日
時
＝
７
月
24
日
c
午
後
１
時
30
分

川
西
地
区
　
時
間
＝
日
の
出
〜

お
お
む
ね
午
前
９
時
（
通
学
時

間
帯
の
７
時
30
分
〜
８
時
10
分

は
実
施
し
ま
せ
ん
）

問
い
合

わ
せ
＝
中
越
農
業
共
済
組
合
1

36
・
８
０
２
２
、
農
林
振
興
課

1
39
・
２
２
２
３

●
電
源
過
疎
地
域
等

企
業
立
地
促
進
事
業
補
助
金

企
業
の
施
設
や
設
備
の
整
備

を
7
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

が
支
援
し
ま
す
。

対
象
＝
生
産
ま
た
は
営
業
に
直

接
使
わ
れ
る
施
設
（
建
物
・
構

築
物
・
建
物
付
属
設
備
）
ま
た

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

25 24

は
設
備
（
機
械
装
置
・
備
品
）

の
整
備
　
対
象
要
件
＝
¡
対
象

と
な
る
施
設
お
よ
び
設
備
の
整

備
を
平
成
13
年
10
月
１
日
以
降

に
着
手
し
、
平
成
14
年
３
月
10

日
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
™
建

物
の
新
設
・
増
設
が
平
成
12
年

４
月
１
日
以
降
、
平
成
14
年
３

月
10
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

£
常
用
雇
用
者
数
が
実
績
報
告

日
ま
で
に
５
人
以
上
増
加
す
る

こ
と
　
補
助
額
＝
次
の
３
つ
の

う
ち
最
も
低
い
額
（
２
０
０
万

円
を
下
限
）
¡
対
象
に
要
し
た

費
用
™
増
加
雇
用
者
数
ご
と
に

設
定
し
た
面
積
あ
た
り
の
単
価

に
延
床
面
積
を
乗
じ
て
得
た
額

£
増
加
雇
用
者
数
ご
と
に
設
定

し
た
上
限
額

申
し
込
み
＝
７
月
31
日
c
ま
で

に
工
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２

２
へ

●
生
ご
み
の
水
き
り
を

お
願
い
し
ま
す

夏
の
生
ご
み
は
、
水
分
が
多

く
す
ぐ
に
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
。

水
分
の
多
い
ご
み
は
、
ご
み
収

集
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
悪
臭
の
原

因
と
な
っ
た
り
、
ご
み
収
集
車

か
ら
こ
ぼ
れ
て
道
路
を
汚
し
、

付
近
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
。

ご
み
の
水
切
り
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
や
猫
に

散
ら
か
さ
れ
な
い
よ
う
、
ご
み

を
出
す
日
時
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

24
・
２
８
３
７

●
高
齢
者
等
生
活
実
態
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

長
岡
市
は
、
平
成
14
年
度
に

介
護
保
険
事
業
計
画
を
見
直
し

ま
す
。

高
齢
者
等
生
活
実
態
調
査
は
、

平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で

の
保
険
料
を
算
出
す
る
た
め
に
、

現
在
の
各
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー

ズ
や
、
介
護
保
険
制
度
に
対
す

る
要
望
を
お
聞
き
す
る
も
の
で

す
。対

象
者
に
は
調
査
票
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
対
象
者
＝
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
約
４
、５
０

０
人
と
40
歳
以
上
で
介
護
保
険

の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
約

６
、０
０
０
人
（
無
作
為
抽
出
）

実
施
時
期
＝
７
月
中
旬
　
問
い

合
わ
せ
＝
福
祉
総
務
課
1
39
・

２
２
１
７

●
国
民
年
金
の

納
め
忘
れ
に
ご
注
意
を
！

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
２

年
を
経
過
す
る
と
、
時
効
に
よ

り
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
。
２
年
以
内
の
保

険
料
で
、
納
め
て
い
な
い
期
間

の
あ
る
人
は
、
早
め
に
納
め
ま

し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る

と
、
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
と
き
の
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

●
航
空
防
除
に
ご
協
力
を
！

今
年
も
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
水
田
の
航
空
防
除
が
行
わ
れ

ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
、
散
布
中

の
区
域
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。ま

た
、
自
動
車
な
ど
は
、
車

庫
に
入
れ
る
か
、
覆
い
を
す
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

期
日
＝
７
月
19
日
e
・
20
日
f

と
８
月
１
日
d
・
２
日
e
（
天

候
不
良
等
に
よ
り
順
延
あ
り
）

実
施
区
域
＝
７
月
19
日
・
８
月

１
日
…
山
本
・
新
組
・
富
曽
亀

・
深
沢
・
才
津
・
王
寺
川
・
関

原
・
宮
本
地
区
、
７
月
20
日
・

８
月
２
日
…
黒
条
・
福
戸
・
下

●
図
書
館
司
書
（
非
常
勤
嘱
託

職
員
）
を
募
集
し
ま
す

採
用
予
定
日
＝
平
成
13
年
８
月

１
日
　
職
種
・
人
員
＝
司
書
２

人
　
受
験
資
格
＝
司
書
資
格
を

有
し
、
昭
和
36
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
、
市
立
図
書
館

に
通
勤
可
能
な
人
　
報
酬
＝
月

額
14
万
円
程
度
　
勤
務
時
間
＝

土
・
日
・
祝
日
を
含
む
交
替
制

勤
務
（
１
日
８
時
間
勤
務
、
月

16
日
程
度
、
早
番
・
遅
番
あ
り
）

試
験
日
＝
７
月
24
日
c

申
し

込
み
＝
７
月
13
日
f
ま
で
に
、

中
央
図
書
館
ま
た
は
教
育
総
務

課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
市
役
所
５
階
教
育

総
務
課
へ
　
問
い
合
わ
せ
＝
教

育
総
務
課
1
39
・
２
２
３
８

●
バ
ス
待
合
所
の
設
置
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

長
岡
市
と
バ
ス
事
業
者
で
は
、

町
内
会
が
バ
ス
停
留
所
に
待
合

所
を
設
置
す
る
場
合
に
、
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
は
、
市
と
バ
ス
事
業

者
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
交
付
さ
れ
、

補
助
金
額
は
、
建
設
費
用
の
３

分
の
１
以
内
で
上
限
は
50
万
円

で
す
。

市
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
の
高

い
も
の
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
金

額
を
加
算
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
都
市
政
策
課
1

39
・
２
２
２
５

5
〜
9
人�

１
億
円�

１
億
５
千
万
円�

２
億
円�

　
〜
　
人�

　
人
以
上�

増
加
雇
用
者
数�

上
限
額�

面
積
あ
た
り
の
単
価�

1020

19

12,500円�
／g

10,000円�
／g

7,500円�
／g

t新しい超低床式ノンステップバス「くるりん」
７月１日から市内循環バス「くるりん」は全

車両が超低床式ノンステップバスで運行します。
また、そのほかの路線にも超低床式ノンステッ
プバス２台が運行を開始します。

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№38

問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

水にぬらしていないのに、
携帯電話機の故障原因が水ぬれ？

Q：　携帯電話機が壊れたので
修理に出したら、故障の原
因は水ぬれと言われた。水
にぬらした覚えがないのに
納得がいかない。

A：　事業者は、水ぬれの判定
を携帯電話機の中の「水ぬ
れ判定シール」で行ってい
ます。
今回のケースは、携帯電
話機内部の腐食が故障の原
因でしたが、水ぬれ判定シ
ールがにじんでいたため、腐食の原因が水ぬれと
判断されたわけです。
携帯電話機は防水仕様ではありません。直接水
にぬらさなくても、汗をかいた胸ポケットに入れ
たり、寒い部屋と暖かい部屋に繰り返し移動した
りすることでも同じことが起こります。
現状では、保証期間内でも水ぬれの場合の保証
はなく、買い替えや修理費用は消費者負担になり
ます。ご注意ください。

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

落
葉
低
木
で
寒
さ
に
強
く
、

長
岡
で
も
十
分
育
て
ら
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
10
℃
で
も
心
配
な
い

く
ら
い
で
す
。

花
色
は
白
、
桃
、
紫
、
濃
紅

藤
色
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
植
え
る
場
所
）
場
所
は
選
ば

な
い
方
で
す
が
、
花
期
が
長
い

の
で
日
当
た
り
と
排
水
の
よ
い

と
こ
ろ
に
植
え
ま
し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
夏
は
乾
燥
す
る
と

花
穂
が
小
さ
く
な
る
の
で
、
１

週
間
に
１
回
を
目
安
に
た
っ
ぷ

り
与
え
ま
す
。
株
元
に
カ
ヤ
を

刈
り
取
っ
た
も
の
や
腐
葉
な
ど

を
敷
い
て
、
水
の
蒸
散
や
地
温

の
上
昇
を
防
い
で
や
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
芽
が
出
る
前
に
、
緩

効
性
の
化
成
肥
料
を
１
株
当
た

り
１
０
０
ｇ
ほ
ど
施
し
て
や
る

と
、
花
つ
き
が
よ
く
な
り
ま
す
。

チ
ッ
素
過
多
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

（
植
え
付
け
）
植
え
替
え
は
落

葉
期
に
し
ま
す
。
根
が
あ
ら
い

の
で
、
大
き
な
苗
木
は
半
年
前

に
根
回
し
を
し
て
、
細
根
を
出

さ
せ
て
か
ら
移
植
す
る
か
、
地

上
部
を
３
分
の
１
ほ
ど
切
り
つ

め
て
植
え
ま
す
。

（
整
枝
剪
定
）
枝
を
切
ら
な
い

と
姿
が
乱
れ
、
ま
た
、
弱
い
枝

か
ら
出
た
芽
に
は
大
き
な
花
穂

は
つ
き
ま
せ
ん
。
放
任
し
て
お

く
と
横
広
が
り
に
な
っ
て
、
ほ

か
の
植
物
の
成
長
を
妨
げ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

花
芽
は
、
そ
の
年
の
春
に
発

芽
し
、
伸
び
た
枝
先
に
つ
き
ま

す
。
つ
ま
り
、
春
先
に
枝
を
切

り
つ
め
て
や
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

伸
び
て
く
る
枝
に
花
を
つ
け
る

の
で
す
。

花
が
咲
き
終
わ
っ
た
枝
は
、

ま
た
切
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。
す

る
と
、
２
次
枝
、
３
次
枝
も
枝

先
に
花
芽
を
つ
け
、
高
温
が
続

く
限
り
花
芽
が
で
き
た
枝
か
ら

順
に
開
花
す
る
の
で
、
常
時
花

が
見
ら
れ
ま
す
。

（
鉢
植
え
）
庭
植
え
が
で
き
な

い
場
合
は
鉢
栽
培
も
で
き
ま
す

が
、
８
号
鉢
以
上
の
大
き
さ
が

必
要
で
す
。
用
土
は
、
庭
土
で

も
よ
い
の
で
す
が
、
赤
玉
土
に

腐
葉
土
を
２
割
ほ
ど
混
合
し
た

も
の
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
さ
し
木
）
落
葉
中
の
３
月
ご

ろ
に
枝
を
10
cm
ほ
ど
切
っ
て
赤

玉
土
に
挿
す
か
、
ま
た
は
今
年

伸
び
た
枝
の
固
く
な
っ
た
部
分

を
10
cm
ほ
ど
切
っ
て
挿
す
と
案

外
簡
単
に
発
根
し
ま
す
。

（
病
害
虫
防
除
）
幹
に
入
る
コ

ウ
モ
リ
ガ
や
テ
ッ
ポ
ウ
ム
シ
の

被
害
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ス
ミ
チ
オ
ン
や
マ
ラ
ソ
ン

乳
剤
の
高
濃
度
液
を
布
や
紙
に

浸
し
て
穴
に
注
入
し
ま
す
。
ア

ブ
ラ
ム
シ
の
発
生
に
は
、
オ
ル

ト
ラ
ン
や
ス
ミ
チ
オ
ン
な
ど
の

散
布
が
有
効
で
す
。

ブ
ッ
ド
レ
ア
は
フ
ジ
ウ
ツ
ギ

属
の
総
称
で
、
園
芸
上
で
は
中

国
原
産
の
フ
サ
フ
ジ
ウ
ツ
ギ
と

そ
の
改
良
品
種
を
そ
の
よ
う
に

呼
ん
で
い
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で

は
、バ
タ
フ
ラ
イ
ブ
ッ
シ
ュ（
蝶

の
木
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ブ
ッ
ド
レ
ア
は
花
期
が
長
く
、

初
夏
か
ら
秋
ま
で
花
が
咲
い
て

い
ま
す
。
風
に
揺
ら
れ
る
長
い

花
穂
は
香
り
が
よ
く
、
蝶
が
よ

く
飛
ん
で
き
ま
す
。

蝶
を
呼
ぶ
ブ
ッ
ド
レ
ア

緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
な
青
田
を
渡
る
風
が
、

夏
到
来
を
告
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
風
に
乗
っ
て
来
た
の
か
、
蝶
の
舞
姿
を
見
つ
け
後
を
追

っ
て
行
く
と
、
と
あ
る
庭
先
に
咲
く
ブ
ッ
ド
レ
ア
に
た
ど
り
着

き
ま
し
た
。

今
月
は
、
蝶
が
大
好
き
な
ブ
ッ
ド
レ
ア
の
紹
介
で
す
。

169

▲ブッドレア



－－ 27－－

活
動
体
験
な
ど
　
定
員
＝
20
人
　
参

加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
□問
長
岡
医
療

と
福
祉
の
里
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
合
会

1
47
・
２
２
３
３

■
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

移
動
相
談
室
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
18
日
d
午
後
１
時
〜
５

時
　
会
場
＝
長
岡
郵
便
局
（
坂
之
上

町
２
）

相
談
内
容
＝
法
律
、
年
金

（
要
予
約
）
□申
長
岡
郵
便
局
1
32
・

４
２
６
８

■
長
岡
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

⁄
〔
精
神
保
健
福
祉
相
談
会
〕

料
金
は
無
料
で
す
。

日
時
＝
７
月
９
日
b
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
保
健
所
　
内

容
＝
精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
一
般

相
談
（
予
約
制
）

□申
地
域
保
険
課

1
33
・
４
９
３
１

¤
〔
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染

相
談
窓
口
開
設
と
検
査
の
実
施
〕

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
相
談
窓
口

…
日
時
＝
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
　
会
場
＝
長
岡
保
健
所

内
容
＝
血
液
製
剤
な
ど
に
よ
る
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
相
談
　
Ｃ
型

肝
炎
抗
体
検
査
…
日
時
＝
毎
週
木
曜

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
要
予
約
）

料
金
＝
１
、７
０
０
円
（
10
月
末
ま
で
、

無
料
・
匿
名
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査
を

希
望
す
る
人
が
、
合
わ
せ
て
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
す
る
場
合
は
無

料
）

□問
長
岡
保
健
所
ウ
イ
ル
ス
抗

体
肝
炎
相
談
窓
口
1
36
・
８
１
２
０

■
家
事
事
件
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

1・FAX
0
2
5
・
2
3
0
・
0
0
0
1

（
24
時
間
年
中
無
休
）

家
庭
裁
判
所
の
家
事
事
件
手
続
き

に
関
す
る
情
報
を
、
電
話
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
、
分
か
り
や
す
く
ご
案
内
し

ま
す
。

【

備
　
考
　
】

１

Ⅰ
種
、
Ⅱ
種
と
は
、
試
験
の
程
度
（
難
度
）

を
表
す
も
の
で
、
Ⅰ
種
は
大
学
卒
業
程
度
、
Ⅱ

種
は
高
校
卒
業
程
度
で
す
。

２
　
消
防
職
員
の
受
験
条
件

身
長
＝
男
性
１
６
０
cm
、
女
性
１
５
５
cm
以

上
で
あ
る
こ
と
　
胸
囲
＝
男
性
80
cm
、
女
性
77

cm
以
上
で
あ
る
こ
と
　
体
重
＝
男
性
50
kg
、
女

性
45
kg
以
上
で
あ
る
こ
と
　
視
力
＝
左
右
と
も

裸
眼
視
力
0.3
以
上
で
、
色
覚
が
正
常
で
あ
る
こ

と
　
聴
力
＝
左
右
と
も
正
常
で
あ
る
こ
と
　
握

力
＝
左
右
と
も
男
性
35
kg
、
女
性
25
kg
以
上
で

あ
る
こ
と
　
そ
の
他
＝
採
用
後
は
、
長
岡
市
ま

た
は
越
路
町
の
区
域
内
に
居
住
で
き
る
こ
と

３

勤
務
場
所
に
よ
り
休
日
勤
務
や
夜
間
勤
務
が

あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

４

最
終
合
格
者
は
、
高
点
順
に
採
用
候
補
者
名

簿
に
登
載
さ
れ
、
長
岡
市
の
欠
員
状
況
に
応
じ

採
用
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

◇
試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書
の
入
手
方
法

試
験
案
内
お
よ
び
申
込
書
は
、
市
長
公
室
人

事
課
（
市
役
所
４
階
）、
案
内
所
（
市
役
所
１
階
）、

市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
厚
生
会
館
隣
）、
中

央
図
書
館
、
互
尊
文
庫
お
よ
び
各
地
域
図
書
館

で
配
布
し
ま
す
。
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封
筒

の
表
に
「
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１

２
０
円
切
手
を
は
っ
た
、
あ
て
先
明
記
の
返
信

用
封
筒
（
角
形
２
号
）
を
同
封
の
う
え
、
左
記

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
岡
市
市
長
公
室
人
事
課

〒
９
４
０
―

８
５
０
１

長
岡
市
幸
町
２
丁
目
１
番
１
号

1
35
―

１
１
２
２
　
内
線
２
０
３
４
・
２
０
３

５
・
２
０
３
８

長岡市職員を募集します（平成14年4月採用）

一
般
事
務
1
種

◎
第
１
次
試
験
日
　
8
月
26
日
a

◎
受
付
期
間
　
　
　
7
月
19
日
e
〜
7
月
22
日
a
※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
も
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
（
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。

一
般
事
務
2
種
◆
建
築
技
術
1
種
◆
保
育
士
◆
消
防
1
種
・
2
種

◎
第
１
次
試
験
日
　
9
月
16
日
a

◎
受
付
期
間
　
　
　
8
月
18
日
g
〜
8
月
21
日
c
※
土
曜
日
、
日
曜
日
も
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
（
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
）。

※
申
し
込
み
は
、
受
験
者
本
人
が
職
員
採
用
試
験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
試
験
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
事
務
職
員�

Ⅰ
　
　
　
　
種�

�

採
用
職
種�

�

10
人
程
度�

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
55
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
（
学
歴
不
問
）�

�

　
　
　
　
　
受
　
験
　
資
　
格�

採
用
予
定�

人
　
　
員�

�

一
般
事
務
職
員�

Ⅱ
　
　
　
　
種�

�

採
用
職
種�

�

２
人
程
度�

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
（
学
歴
不
問
）�

�

　
　
　
　
　
受
　
験
　
資
　
格�

採
用
予
定�

人
　
　
員�

�

���

保
　 

育
　 

士�

�

建
築
技
術
職
員�

Ⅰ
　
　
　
　
種�

����

３
人
程
度�

�

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
後
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
育

士
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
児
童
福
祉
法
施
行

令
に
よ
る
保
育
士
を
養
成
す
る
学
校
そ
の
他
の
施
設

を
、
平
成
14
年
３
月
ま
で
に
卒
業
予
定
で
、
保
育
士

の
資
格
を
取
得
見
込
み
の
人�

昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
55
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
（
学
歴
不
問
。
た
だ
し
、
建
築
に
関

す
る
専
門
の
課
程
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
）�

��

１
人
程
度�

��

消  

防  

Ⅱ  

種�

��

消  

防  

Ⅰ  

種�

��

１
人
程
度�

昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
備
考
２
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と(

学
歴
不
問)

昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
55
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
備
考
２
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と(

学
歴
不
問)

��

１
人
程
度�
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●
長
岡
市
表
彰
と
長
岡
市
地
域

社
会
貢
献
者
褒
賞
の
候
補
者

を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い

11
月
３
日
文
化
の
日
に
行
わ

れ
る
「
長
岡
市
表
彰
」
と
「
長

岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒
賞
」

の
候
補
者
の
推
薦
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

〈
長
岡
市
表
彰
の
対
象
〉
¡
長

岡
市
の
自
治
、
社
会
福
祉
、
保

健
衛
生
、
生
活
環
境
、
商
工
業
、

農
林
業
、
教
育
、
体
育
、
文
化
、

交
通
安
全
、
防
犯
な
ど
の
活
動

に
つ
く
さ
れ
、
功
績
の
著
し
い

人
ま
た
は
団
体
™
市
民
の
模
範

と
し
て
表
彰
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
行
い
を
さ
れ
た
人
ま
た
は
団

体〈
長
岡
市
地
域
社
会
貢
献
者
褒

賞
の
対
象
〉
奉
仕
、
慰
問
な
ど

の
活
動
を
通
じ
て
明
る
く
住
み

良
い
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
、
地
域
社
会
の
発
展
に
顕

著
な
功
績
の
あ
っ
た
人
ま
た
は

団
体

締
め
切
り
＝
８
月
24
日
f

問

い
合
わ
せ
＝
庶
務
課
1
39
・
２

２
０
３

●
長
岡
市
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す

長
岡
市
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
は
、「
長
岡
市
障
害
者
基
本

計
画
」
を
推
進
し
、
障
害
者
に

関
す
る
施
策
を
調
査
、
審
議
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
人
数
＝
２
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
16
人
）

応
募
資
格

＝
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

（
平
成
13
年
８
月
１
日
現
在
）で
、

長
岡
市
の
障
害
者
施
策
に
関
心

が
あ
り
、
年
２
回
程
度
開
催
す

る
会
議
（
原
則
と
し
て
平
日
に

開
催
）
に
出
席
で
き
る
人
。
た

だ
し
、
公
務
員
は
除
き
ま
す
。

任
期
＝
平
成
13
年
８
月
１
日
か

ら
平
成
15
年
７
月
31
日
ま
で

報
酬
＝
日
額
９
、１
０
０
円
（
税

込
み
）

応
募
方
法
＝
７
月
２

日
b
か
ら
19
日
e
ま
で
に
、
封

書
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番

号
、
障
害
者
施
策
に
関
す
る
活

動
実
績
が
あ
る
場
合
は
そ
の
内

容
、志
望
の
動
機（
８
０
０
字
程

度
）
を
明
記
の
う
え
、
〒
９
４

０
―

８
５
０
１
幸
町
２
の
１
の

１
長
岡
市
福
祉
総
務
課
1
39
・

２
２
１
７
、
Ｅ
メ
ー
ルfukush

i@
city.nagaoka.niigata.jp

へ

●
長
岡
市
住
宅
対
策
委
員
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

長
岡
市
の
住
宅
政
策
な
ど
に

つ
い
て
審
議
、
検
討
す
る
委
員

会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
＝
３
人
（
公
募
以
外

の
委
員
は
７
人
）

応
募
資
格

＝
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

（
平
成
13
年
９
月
１
日
現
在
）で
、

長
岡
市
の
住
宅
行
政
に
関
心
を

持
ち
協
力
で
き
る
人
　
任
期
＝

平
成
13
年
９
月
１
日
か
ら
平
成

15
年
８
月
31
日
ま
で
　
会
議
等

の
回
数
＝
年
に
２
、
３
回
程
度

報
酬
＝
日
額
９
、１
０
０
円
（
税

込
み
）

応
募
方
法
＝
７
月
31

日
c
必
着
で
、
封
書
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
性
別
、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
、
志
望

の
動
機
と
住
宅
政
策
等
に
つ
い

て
の
意
見
（
８
０
０
字
程
度
）

を
記
入
し
〒
９
４
０
―

８
５
０

１
幸
町
２
の
１
の
１
長
岡
市
建

築
住
宅
課
1
39
・
２
２
２
９
、

FAX
39
・
２
２
７
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

toshisei@
city.nagaoka.niiga

ta.jp

建
築
住
宅
課
へ

■
県
勤
労
者
美
術
展
作
品
募
集

募
集
部
門
＝
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
書
道
、
写
真
　
応
募
資
格
＝

県
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
を
有
す

る
勤
労
者
で
、
応
募
部
門
の
作
品
製

作
ま
た
は
指
導
・
教
授
を
職
業
と
し

て
い
な
い
こ
と
　
受
付
期
間
＝
８
月

９
日
e
、
10
日
f

応
募
手
数
料
＝

１
、０
０
０
円
　
□問
長
岡
労
政
事
務
所

1
38
・
２
５
４
６

■
自
衛
官
等
募
集

応
募
資
格
＝
27
歳
未
満
の
人
（
試
験

種
目
に
よ
り
学
歴
・
年
齢
制
限
あ
り
）

試
験
の
種
類
・
受
付
期
限
＝
¡
航
空

学
生
、
一
般
曹
候
補
学
生
、
曹
候
補

士
、
２
等
陸
・
海
・
空
士
…
９
月
７

日
f
ま
で
™
防
衛
大
学
校
学
生
、
防

衛
医
科
大
学
校
学
生
、
看
護
学
生
…

10
月
12
日
f
ま
で
£
自
衛
隊
生
徒
…

平
成
14
年
１
月
４
日
f
ま
で
　
試
験

日
＝
受
付
時
に
指
定
　
□問
自
衛
隊
新

潟
地
方
連
絡
部
長
岡
出
張
所
・
奥
田

さ
ん
1
33
・
０
２
５
６

■
ふ
れ
あ
い
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

期
日
＝
８
月
４
日
g
、
５
日
a

場

所
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ま
ち
だ

園
　
対
象
＝
市
内
中
学
生
20
人
　
参

加
費
＝
１
、０
０
０
円
　
内
容
＝
お
年

寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
　
□申
７
月
21
日
g
ま
で

に
、
ま
ち
だ
園
1
39
・
３
９
２
７
へ

■
中
学
生
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

期
日
＝
前
期
…
８
月
６
日
b
、
７
日

c
、
後
期
…
８
月
８
日
d
、
９
日
e

（
１
泊
２
日
。申
込
用
紙
は
各
中
学
校

に
あ
り
ま
す
）

会
場
＝
高
齢
者
総

合
福
祉
施
設
わ
ら
び
園
（
越
路
町
）

内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座
、

と
を
手
紙
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
〒
９
４
０
―

８
５

０
１
幸
町
２
の
１
の
１
長
岡
市

行
政
管
理
課
FAX
39
・
２
２
７
７
、

Ｅ
メ
ー
ルgyoukan@

city.nag
aoka.niigata.jp

へ
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

行
財
政
改
善
推
進
計
画
の
実

施
状
況
は
、
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
資
料
室
」
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
中
に
、
長
岡
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
民
の

広
場
」
に
電
子
会
議
室
も
設
置

し
ま
す
。
積
極
的
に
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
行
政
管
理
課
1

39
・
２
２
０
８

行
財
政
改
善
推
進
計
画
は
、

平
成
10
年
３
月
に
「
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
」

こ
と
を
基
本
に
、
策
定
さ
れ
ま

し
た
。

１
８
０
の
改
善
項
目
の
う
ち
、

平
成
13
年
３
月
ま
で
に
89
項
目

を
実
施
し
、
66
項
目
に
着
手
し

ま
し
た
（
改
善
率
は
86
％
）。

そ
し
て
、
現
在
市
で
は
、
平

成
14
年
度
か
ら
17
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
す
る
「
第
２
次
長

岡
市
行
財
政
改
善
推
進
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
市
民
の
み
な
さ

ん
の
考
え
や
思
い
を
反
映
す
る

た
め
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

日
ご
ろ
、
長
岡
市
の
行
財
政

改
革
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ

行
財
政
改
善
に
ご
意
見
を
！

夏
季
の
軽
装
、
ノ
ー
ネ
ク

タ
イ
に
ご
理
解
を

省
エ
ネ
の
た
め
、
市
役
所
の

冷
房
は
28
度
の
設
定
で
す
。

職
員
は
９
月
末
日
ま
で
、
軽

装
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
で
執
務
し

ま
す
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

花火をするときは、水バケツを
用意して、後片付けもきちんと
しようね。�


